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ご注意

本製品を正しくお使いいただくために本書を必ずお読みください。

パソコンの故障およびトラブルまたは取り扱いを誤ったために生じた本製品の故障
およびトラブルは、弊社の保証対象には含まれません。

- 本書の著作権は、株式会社ティアンドデイに帰属します。本書の一部または全部を弊社
に無断で転載・複製・改変などを行うことは禁じられています。

- MicrosoftおよびWindows は米国 Microsoft Corporation の米国、日本およびその他の
国における登録商標です。

- Windows Vista は、米国 Microsoft Corporation の米国、日本およびその他の国におけ
る登録商標または商標です。

- 使用及び表示されている商標、サービスマーク及びロゴマークは株式会社ティアンドデ
イ及びその他第三者の登録商標または商標です。"おんどとり "、"TANDD"、"T&D"の
文字、ロゴは株式会社ティアンドデイの登録商標です。

- 本書に記載された仕様・デザイン・その他の内容については、改良のため予告なしに変
更することがあります。

- 本書に記載した画面表示内容と、実際の画面表示が異なる場合があります。

- 本書の内容に関しては万全を期して作成しておりますが、万一落丁乱丁・ご不審な点や
誤り・記載漏れなどがありましたらお買い求めになった販売店または弊社までご連絡く

ださい。

 また、本製品の使用に起因する損害や逸失利益の請求などにつきましては、上記にかか
わらず弊社はいかなる責任も負いかねますのであらかじめご了承ください。

- 本製品は一般の民生・産業用として使用されることを前提に設計されています。人命や
危害に直接的または間接的に関わるシステムや医療機器など、高い安全性が必要とされ

る用途にはお使いにならないでください。

- 本製品の故障および誤動作または不具合によりシステムに発生した付随的傷害、測定結
果を用いたことによって生じたいかなる損害に対しても当社は一切の責任を負いかね

ますのであらかじめご了承ください。

- 本書は再発行致しませんので、大切に保管してください。
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付属ソフトウェアの利用規約 

■免責事項

1. （株）ティアンドデイは、WDR-7 for Windowsに関して、動作確認を行っておりますが、全
ての状況下において動作を保証しているわけではありません

2. （株）ティアンドデイは、WDR-7 for Windowsによりご利用者に直接または間接的損害が生
じても、いかなる責任をも負わないものとし、一切の賠償等は行わないものとします。

3. WDR-7 for Windowsはご利用者へ事前の連絡なしに仕様を変更したり、サービスの提供を
中止する場合があります。その場合、WDR-7 for Windowsをご利用いただけなかったり、
ご利用者の方に直接または間接的損害が生じた場合でも（株）ティアンドデイは、いかなる

責任をも負わないものとし、一切の賠償等は行わないものとします。

4. （株）ティアンドデイは、WDR-7 for Windowsに不備があっても、訂正する義務は負わない
ものとします。

■著作権

1. WDR-7 for Windows(プログラム及び関連ドキュメントを含める )の著作権は、（株）ティア
ンドデイに帰属します。

2. WDR-7 for Windows は無償でご利用いただけます。また、友人 ・お知り合い等、あるいは
企業内・企業間であっても営利を目的しない間柄での再配布は原則として自由です。ただ

し、その場合であっても免責事項の規定は配布の相手方に対して効力を有するものとしま

す。尚、営利目的を伴う再配布については下記 3項に従ってください。

3. 転載および雑誌・商品などに添付して再配布する場合には、（株）ティアンドデイの許諾を
必要とします。この場合の再配布については、（株）ティアンドデイ 営業部までご連絡くだ
さい。

4. WDR-7 for Windowsに改変を加えないでください。
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安全上のご注意

安全にお使いいただくために必ずお守りください。

お客様や他の人々への危害や財産への損壊を未然に防ぎ、本製品を安全にお使いいただ
くために守っていただきたい事項を記載しました。正しく使用するために必ずお読みに
なり、内容を良く理解された上でご使用ください。

■使用している表示と絵記号の意味

警告表示の意味

警告 絶対に行ってはいけないことを記載しています。この表示の注意事項を守らないと使用者が死亡または
重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

注意 この表示の注意事項を守らないと使用者が傷害および物的損害の発生が考えられる内容を示しています。

絵記号の意味

警告・注意を促す記号です。記号の中や近くに具体的な警告内容が書かれています。

（例： 感電注意）

禁止行為を示す記号です。記号の中や近くに具体的な禁止内容が書かれています。

（例： 水場での使用禁止）

実行しなければならない行為を示す記号です。記号の中や近くに具体的な指示内容が書かれています。（例：

電源プラグをコンセントから抜く）

警告

分解禁止

本製品の分解や改造、修理は自分でしないでください。
火災や感電の恐れがあります。

厳守

本製品を取り付け、使用する際、必ずパソコンメーカーが提示する警告・注意指示に従ってくださ
い。

発火注意

本製品内部に液体や異物が入ってしまった場合は、すぐに ACアダプタを抜き、使用を中止してく
ださい。
そのまま使い続けると火災や感電の恐れがあります。

水場での使用禁止

風呂場など、水分や湿気が多い場所では本製品を使用しないでください。
火災や感電、故障の原因になります。

厳守

本体・LANケーブル・ACアダプタ等は、お子様の手の届かない所に設置・保管してください。
さわって怪我をしたり、落下すると危険です。

発火注意

煙が出たり変な臭いや音がした場合は、すぐに ACアダプタを抜き、使用を中止してください。
そのまま使い続けると、火災や感電の原因になります。

発火注意

本製品を落としたり、強い衝撃を与えたりしないでください。与えてしまった場合は、すぐに AC
アダプタを抜き、使用を中止してください
そのまま使い続けると、火災や感電の原因になります。

発火注意

ACアダプタのプラグのほこりなどは、定期的に取るようにしてください。
プラグにほこりがたまると、湿気などで絶縁不良となり、火災の原因になります。

ぬれ手禁止

濡れた手で ACアダプタの抜き差しはしないでください。
感電の原因になります。
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注意

厳守

本製品の故障・誤作動・不具合などによりシステムに発生した付随的障害および本製品を用いたこ
とによって生じた損害に対し、当社は一切責任を負いかねません。あらかじめご了承ください。

厳守

本製品は一般の民生・産業用として使用されることを前提に設計されています。人命や危害に直接
的または間接的に関わるシステムや医療機器など、高い安全性が必要とされる用途にはお使いにな
らないでください。

厳守

本製品は防水構造ではありません。
汚れた場合、アルコールを染み込ませた清潔な布で拭いてください。

禁止

薬品や有機ガス等により本製品等が腐食する恐れがあります。また、有害な物質が付着することに
より人体に害をおよぼす恐れがありますので、薬品や有機ガス等の影響を受ける環境では使用しな
いでください。

厳守

LANケーブル・ACアダプタは、接触不良が起きないように確実に差し込んでください。

厳守

温度差の激しい環境間を急に移動した場合、結露する恐れがあります。
本製品は周辺温度：0～ 50℃・湿度：20～ 80％ RH以下（結露しないところ）で使用してください。
また、CFカードを使用する場合は、CFカードの仕様に従ってください。

禁止

接続ジャックには指や異物を入れないでください。

厳守

静電気による破損を防ぐため、本製品に触る前に身近な金属（ドアノブやアルミサッシ等）に手を
触れ、身体の静電気を取り除くようにしてください。
人体等からの静電気は、本製品の破損やデータを損失・破損の恐れがあります。

禁止

ACアダプタの上に物を載せたりしないでください。
発熱の恐れがあります。

厳守

LANケーブルを本体から抜くときは、必ずコネクタを持って抜いてください。

禁止

本製品を次のような場所で使用・保管しないでください。
感電や火災の原因になったり、本製品やパソコンに悪影響をおよぼす恐れがあります。

●直射日光の当たる場所
内部の温度が上がり、火災や故障、変形の原因になります。

●強い磁界を発生する場所
故障の原因になります。

●漏水の危険がある場所
故障や感電の原因になります。

●振動が発生する場所 
怪我・故障・破損・接触不良の原因になります。

●平らでない場所 
転倒したり、落下して怪我や故障の原因になります。

●火気の周辺または熱気のこもる場所
故障や変形の原因になります。

●火煙・ほこり・ちりの多い場所
故障の原因になります。
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Web Data Recorder  WDR-7とは

■概要

Web Data Recorder WDR-7は、ON/OFF信号入力 4チャンネルとアナログ信号入力 4
チャンネルを備え、インターネット、LANなどのネットワークに接続する機能を搭載
した計装用ロガーです。

インターネット、LANを経由して記録データの収集、現在値モニタリング、通報メー
ルの送信などが簡単に行えます。

弊社Webサイトに掲載している動作確認済みカードは、すでに生産終了となり入手で
きない可能性がありますので、ご購入前に各通信カードメーカーへご確認ください。

  

また、CFカードスロットと RS-232Cポートを搭載しているので、市販の CFカードやモデム等を利用し、
電話回線や無線 LANに接続できます。遠隔地のデータ収集、WDR-7の管理がローコストで実現できます。

  

※ CFタイプのデータ通信カードと RS-232Cポートを同時に使用することはできません。

■使用事例

-上下水道管理における流量、水位、残留塩素濃度、流入雨水、ポンプ作動状態等の記録、監視
-プラントでの計測機器、制御装置のデータ記録、監視

-雨量、積雪量、日射、風向、風速等、気象データの収集
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■WDR-7基本的な機能
アナログ信号と ON / OFF信号を測定記録
アナログ信号（電圧・4-20mA信号）と ON / OFF信号を測定・記録します。チャンネル数はアナログ信号が
4チャンネル、ON / OFF信号が４チャンネルの合計 8チャンネルです。

目的に合わせた記録方式が選択可能
アナログ信号の記録方式は瞬時値・平均値・ピーク値（最大値または最小値）の 3種類、ON/OFF信号の記
録方式はパルス数・極性変化時の時刻の記録（イベント記録）の 2種類があります。記録方式はチャンネル
毎に選択できます。

記録データ大容量
アナログ信号測定では 1チャンネルにつき 7200個、ON/OFF信号では１チャンネルにつきパルス数記録で
7200個、極性変化時の時刻の記録（イベント記録）で 3600個の測定値が記録できます。

監視機能（多彩な通報機能）
上下限値と判定時間を設定し、測定値が設定基準を超えてしまった場合、電子メールで警報を送信できます。

また本体に備えている LEDランプを点灯したり、接点出力を ONにすることができます。接点出力にはアラー
ムやランプを接続することが可能です。警報の状態はブラウザでも確認できます。

-警報メール送信機能は、別途インターネットへ接続できる環境または社内（家庭内）SMTP/POPサーバーを構築していただく必要
があります。

ブラウザで現在値、グラフ表示・設定値の表示
WEBサーバを搭載しているので、ブラウザで現在値の確認、簡易グラフ表示、設定値の参照ができます。

CFカードスロットと RS-232Cポートから様々なネットワーク接続に対応
CFカードスロットに、CFタイプの無線 LAN カード、FOMA、PHSなどのデータ通信カードを挿入すること
で無線 LAN、ダイヤルアップなどのネットワーク接続が可能です。
RS-232Cポートからモデム、MobilArk、FOMAモジュールアダプタを使用することもできます。

-使用可能な CFカード・接続機器については、弊社ホームページにて情報を提供しております。

停電時のタイマーカレンダーバックアップ
WDR-7はマンガンリチウム二次電池を内蔵しています。フル充電状態であれば約 5日間停電しても、その後
記録を再開できます。停電前の記録データおよび設定値は、不揮発性メモリにより保存されます。

-フル充電の状態とは、ACアダプタによる電源供給開始から二日間以上経過した状態です。
-電池容量が充分でない場合は、記録データが失われる場合があります。

■WDR-7 Webビューア
WebブラウザからWDR-7にアクセスすると、WDR-7 Webビューアが開きます。
WDR-7 Web ビューアでは現在値と簡易グラフの閲覧、および設定値を参照できます。
- Internet Explorer Ver.6xx以降
-ブラウザでデータを表示するには、Javaランタイム環境（JRE）がインストールされていて、動作するように設定されている必要が
あります。
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■付属ソフトウェアWDR-7 for Windowsの基本的な機能
付属ソフトウェアWDR-7 for Windowsは、[ネットワーク設定ユーティリティ ]、 [WDR-7 
for Windows]、[マルチスケールグラフ ] 、[イベントビューア ]の 4つのアプリケーショ
ンで構成されています。記録データは、任意の範囲（期間）を一般的なテキスト形式（CSV
形式等）でファイル化し、Excelや Lotus等の市販の表計算ソフトや解析ソフトでデー
タを使用することもできます。

　ネットワーク設定ユーティリティ
WDR-7に IPアドレス（もしくはドメイン）やサブネットマスク、デフォルトゲートウェ
イなど、ネットワークを介して通信するための設定を行うツールです。

ネットワーク初期設定
WDR-7をネットワークに接続するための設定をします。

ネットワーク詳細設定
メールの設定、ダイヤル接続の設定など、さらに細かいネットワークの設定ができます。

　WDR-7 for Windows
ネットワーク接続対応計装用ロガーWDR-7を制御し、利用するためのアプリケーショ
ンです。WDR-7を設置場所として登録し、記録の設定、警報監視の設定や記録データ
の吸い上げなどを行うことができます。

設置場所設定
WDR-7の設置場所名を設定し、時刻を合わせる設定をします。

チャンネル設定
チャンネルごと記録方式を設定します。

警報設定
上限値・下限値、通報の出力先などを設定をします。

記録の開始・停止
即時記録か予約記録で記録を開始し、記録を停止できます。

データ吸い上げ
WDR-7が記録しているデータを取得し、パソコンにデータファイルとして保存します。

ブラウザ設定

WebブラウザからWDR-7にアクセスし、データ閲覧を許可する、しないを設定します。

自動吸い上げ
自動的にデータを吸い上げる場合設定します。

アップロード設定

WDR-7から指定したアップロード先（FTPサーバ）に記録データを転送する場合に設定します。
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は
じ
め
に　マルチスケールグラフ

WDR-7より吸い上げた記録データをグラフ表示するためのアプリケーションです。

（イベント記録はグラフ表示できません）

8ch分のデータを一括グラフ表示
本体から吸い上げた記録データを最高 8チャンネル分まで 1つのグラフに表示できます。

マウスで簡単に拡大表示
マウス操作でグラフの拡大・縮小や表示の切り替えが簡単にできます。

グラフデータを一覧データ表示
表示しているグラフデータを一覧表示にすると、最高値・最低値・平均値が色によって区別され表示されます。

任意の期間の最高・最小・平均を計算表示
グラフ画面の各チャンネルデータ一覧に表示される最大・最小・平均値を算出する範囲を任意で設定できます。

グラフの印刷プレビューと印刷
画面に表示されているグラフをそのままカラーで印刷できます。プレビュー画面で確認してから印刷ができ

ます。

   イベントビューア
WDR-7より吸い上げたイベント記録のデータを表示するためのアプリケーションです
64ch.分のデータを同時表示
本体から吸い上げた記録データを最高 64チャンネル分まで１つの一覧表に表示できます。

印刷プレビューと印刷
プレビュー画面で確認してから印刷ができます。
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使用手順

■基本的な使い方

準
備

 1.ご使用前の確認

●信号の処理方法　●信号の入力方法　
●設定用パソコンの動作確認　●WDR-7の通信回線

本説明書

p.7-14

 2.  WDR-7の準備

ACアダプタ、LANケーブルを接続し、通信できるように準備をします。
本説明書

p.18

 3.ネットワーク /インターネットへの接続

接続例 (P21～ )を参考にWDR-7をネットワーク（ルーターやパソコン等）に
接続します。

*WDR-7を無線 LANで利用する場合も、初期設定は有線接続で行います。

本説明書

p.19-24

 4.付属ソフトウェア（WDR-7 for Windows）のインストール

設定用のパソコンに付属ソフトウェアWDR-7 for Windowsをインストールし
ます。

本説明書

p.27-28

初
期
設
定

 5.ネットワークの初期設定と詳細設定 :ネットワーク設定ユーティリティより

[ネットワーク初期設定 ]と [ネットワーク詳細設定 ]で、ネットワーク環境に
合った IPアドレスやサブネットマスク、デフォルトゲートウェイの設定をしま
す。

本説明書

p.31-38

記
録
設
定
・
記
録
開
始
・
停
止
・
デ
ー
タ
吸
い
上
げ

 6.記録設定 :WDR-7 for Windows [設定 ]より

設置場所の設定
●設置場所名　●時計設定　●アクセス方法　●アクセス設定

各チャンネル毎の記録設定
●チャンネル名　●信号種別　●記録形式　●スケール変換

本説明書

p.39-44

 7.記録開始・停止 /記録データ吸い上げ :WDR-7 for Windows [通信 ]より

 [記録開始・停止 ]で、記録を開始または停止します。
 [記録データ吸い上げ ]で、記録されているデータを取得します。

本説明書

p.59-61

その他の設定
●警報設定……………上限値・下限値、警報出力先などを設定します。

●自動吸い上げ設定…定期的、または定間隔で自動的に記録データを
取得する場合の設定です

●ブラウザ設定………ブラウザでデータ閲覧を許可する、しないを設
定します。

●アップロード設定…ネットワーク上の他のパソコンなどへ、WDR-7
からデータを転送する場合に設定します。 

本説明書

p.45-56
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ブ
ラ
ウ
ザ
へ
の
ア
ク
セ
ス
・
デ
ー
タ
閲
覧
〜
グ
ラ
フ
表
示

マルチスケールグラフ

最高 8チャンネル分の記録データを１つのグラフに表示します。（イベント記録は
グラフ表示できません）

グラフ画面に表示した記録データを一覧表示にすると、最大値・最小値・平均値

を色別に表示します。

グラフをそのまま印刷したり、グラフの線幅、色などの編集も行えます。

テキスト形式で保存できます。

本説明書

p.71-86

イベントビューア

イベント記録データを最高 64チャンネル分まで一覧表示できます。

記録データの中から印刷したいチャンネルを指定し、印刷できます。

（最高 4チャンネル分）

テキスト形式で保存できます。

本説明書

p.87-94

WDR-7 Webビューア

現在値の確認と、簡易グラフ（イベント表）によるデータ推移の閲覧、および設

定値の参照

*ブラウザでデータを表示するには、ブラウザ表示には Java実行環境（JRE=Java 
Runtime Environment）がインストールされていて、動作するように設定されている
必要があります。

本説明書

p.95-100
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信号入力

■アナログ信号入力と ON/OFF信号入力
アナログ信号入力
電圧および 4-20mA信号を測定します。電圧と４-20mA信号入力は、付属ソフトウェアWDR-7 for Windows
により切り替えます。

電圧入力時 4-20mA信号入力時

範囲 0～ +5V ０～ 40mA

入力インピーダンス 990KΩ 100Ω

分解能 1.4mV /１dig 0.014mA /１dig

COM 4チャンネル共通
（装置 GND）

4チャンネル共通
（装置 GND）

 ON / OFF信号入力
信号の変化の回数、または変化した時刻を測定します。本体スイッチの切り替えで、接点（無電圧）及び電

圧の入力が可能です。

 ・接点（無電圧）信号：ON→ OFFまたは OFF→ ON
 ・電圧信号：High→ Lowまたは Low→ High
 ・検出時間：１msまたは 30ms

電圧入力

入力範囲 0V～ 25V

ON（Low）検出電圧 1V以下

OFF（High）検出電圧 3V以上

ON / OFF検出能力 250Hz以下（1ms検出時）
ON時間 2ms以上　/　OFF時間 2ms以上

電圧入力 フォトカプラによるアイソレーション

接点（無電圧）入力 5V　4.7kΩでプルアップ（GND共通）

イベント時刻分解能 1秒
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■入力回路

アナログ信号入力回路図

  

電圧・4-20mA
切替回路

電圧・4-20mA
切替回路

電圧・4-20mA
切替回路

電圧・4-20mA
切替回路

ON/OFF信号入力回路図

                 

-線材の準備や、接続の方法などの詳細は p.25-26を参照してください。
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アナログ信号入力の処理方法

■アナログ信号入力の測定方法

100ms周期で A-D変換を行い、1秒間の平均値を測定値とします。

■アナログ信号入力の記録データの形式

WDR-7 for Windowsで、記録方式を以下の３通りからチャンネル毎に選択できます。

瞬時値記録
設定された記録間隔毎の測定値を記録します。

   　       

 

 

平均値記録
設定された記録間隔内での測定値の平均値を記録します。

         　 　　　 

　　

ピーク値記録
設定された記録間隔内での測定最大値、または最小値を記録します。

最大値と最小値のどちらを記録するかは、WDR-7 for Windowsで選択できます。
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■アナログ信号入力の監視

あらかじめ、WDR-7 for Windowsで上限値 /下限値と、判定時間を設定しておきます。
測定値が上下限値を超えた状態で、なおかつ判定時間を超えた場合警報を発生します。

例：判定時間を３秒間に設定した場合
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ON/OFF信号入力の処理方法

■ ON/OFF信号入力の測定方法
１ms周期で信号の状態（ONまたは OFF）を検出します。チャタリングフィルタが
30msの場合、30回以上連続して同じ状態（ONまたは OFF）の時、信号の極性を確定
します。

チャタリングフィルタがなしの場合はそのつど信号の極性を確定します。

例：チャタリングフィルタを [なし ]とした場合

 

　　　   

   入力回路の応答性により、検出できるパルス幅は２ms以上になります。

例：チャタリングフィルタを [30ms]とした場合
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■ ON/OFF信号入力の記録データの形式
WDR-7 for Windowsで、記録方式を以下の 2通りからチャンネル毎に選択できます。

パルス数記録
記録間隔内の極性変化の回数を記録します。記録する極性の選択（ON→ OFFまたは OFF→ ONのいずれか）
はWDR-7 for Windowsで設定できます。

　例：極性の選択を OFF→ ONとした場合

記録
（3回）

記録間隔内で OFF→ ONへの極性変化
が３回あったので、<3>と回数が記録さ
れます。

　　

イベント記録
極性の変化を検出した時刻を記録します。記録する極性の選択はできませんが、WDR-7 for Windowsのイベ
ントビューアで、極性に対し表示・非表示が選択できます。

記録
（時刻）

記録
（時刻）

ON→ OFF / OFF→ ONを検
出した時刻が記録されます。

立ち上がりと、立下りの両方

を記録します。
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■ ON/OFF信号入力による監視設定
WDR-7 for Windowsで、監視設定を以下の 2通りからチャンネル毎に選択できます。

パルス数による監視
判定時間内の極性変化の回数（パルス数）の和が、上限値（または下限値）を超えた場合に警報を発生しま

す。パルス数の和は判定時間が 1～ 59秒の間では 1秒間隔で、1分～ 60分の間では判定時間の 1／60で更新し、
その都度上限値（または下限値）と比較します。

極性選択・上下限値・判定時間はWDR-7 for Windowsで設定します。

  　　     　　　例：極性選択を OFF→ ON、
  　　     　　　　　パルス数の上限を <5>とした場合

  
 

極性変化による監視
信号の極性が、選択した極性に変化した時に、判定時間との比較を開始します。選択した極性が判定時間以

上続いた場合に警報を発生します。

極性選択・判定時間はWDR-7 for Windowsで設定します。

 例：極性選択を OFF→ ONとした場合
  OFF→ ON……判定時間と比較を開始　
  ON→ OFF……判定時間との比較を停止

 　 

比較開始 比較開始
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動作環境の確認

本製品をお使いいただくためには、以下の動作環境が必要です。

■パソコンの動作環境
対応 OS (*1) Microsoft Windows 8 32/64bit 日本語版 (*2)

Microsoft Windows 7 32/64bit 日本語版
Microsoft Windows Vista 32bit (SP1以降 ) 日本語版
Microsoft Windows XP 32bit (SP3以降 ) 日本語版
* WDR-7 for Windowsをインストールするパソコンでは、アドミニストレータの権限が必要です。

(*1) インストール時、Administrator (パソコンの管理者 ) の権限が必要になります。

(*2) Windows 8 をご利用の場合、弊社ソフトウェアは [デスクトップ ] 画面での動作のみサポート対象となります。

LANに接続する場合
パソコンに接続されている HUBに、付属の LANケーブルで接続します。

直接パソコンに接続する場合
LANクロスケーブルを使用しパソコンとWDR-7を接続します。
- LANクロスケーブルは付属されておりません。別途ご用意ください。

無線 LANを使用する場合
無線 LANカード、無線 LANアクセスポイント（無線 LAN、HUB一体型でも可能）を使用します。

-使用可能な無線 LANカードについては、弊社ホームページにて随時最新の情報を提供しております。

ダイヤル接続する場合
データ通信カード 2枚（WDR-7接続用、パソコン接続用）を使用します。また、RS-232Cコネクタに無線
モデム（PHS、FOMA、DoPa）またはアナログモデムを接続して使用することもできます。

-使用可能なデータ通信カードについては、弊社ホームページにて随時最新の情報を提供しております。

インターネットを利用する場合
インターネットへの接続環境、回線やプロバイダの契約が必要です。

必要に応じてグローバル IPアドレスやドメインの取得、ドメインネームサーバー等の設定を行ってください。
設定等については、ネットワーク管理者のいる場合は、管理者にご相談ください。また、接続環境等につい

てはご加入のプロバイダなどにお問い合わせください。
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WDR-7の準備

■パッケージ内容

パッケージには以下のものが含まれております。

Copyright○ｃ 2006 Tand D Corporation.
All rights reserved.

for WDR-7

Web Data Recorder  WDR-7
1台

付属ソフトウェア

WDR-7 for Windows
CD-ROM  1枚

LANケーブル  LN-20W
1本

ACアダプタ  AD-0605
1個

導入ガイド・保証書

1部
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WDR-7各部の名称と機能

　　　　　〔正面〕

　　　　　

電源モニタ LED 電源が入っている時に点灯

ON/OFF信号警報モニタ LED 
警報時に点灯（WDR-7 for Windowsで点灯する・しないの設定可）

アナログ信号警報モニタ LED 

ON/OFF 入力切替スイッチ 電圧入力（isolation）と接点（無電圧）信号入力（COM）の切替  ※１

REC LED 記録の状態を表示
　記録停止（記録データ無効）…消灯
　記録停止（記録データ有効）…点滅（0.25秒点灯・0.25秒消灯・1秒点灯）
　記録中……………………………点灯
　記録予約待ち……………………点滅（1秒点灯・1秒消灯）
　異常………………………………点滅（0.25秒点灯・0.25秒消灯）

ExtOut LED 外部出力が ONの時点灯

※１:   電圧入力にした場合、フォトカプラによるアイソレーションとなります。
 　接点（無電圧）信号入力にした時は、５Vプルアップ、共通 GNDとなります。
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　　　　〔底面〕

アナログ信号入力端子 0～ +5Vまたは 0mA～ 40mAのアナログ信号入力信号を接続可能

ON/OFF信号入力端子 min : 0～max : +25V までの ON/OFF信号を接続可能

＋５V電源出力端子 センサなどに電源を供給。20mAまで供給可能

外部出力端子
接点出力。警報時に ON
（WDR-7 for Windowsで出力する /しないの設定可）

COM端子 装置の GND（入力信号の COM端子と共通です）

　　　　　〔側面 -左〕　　　　　　　　　　　　　　　　〔側面 -右〕

RS-232Cコネクタ モデム接続専用シリアルインターフェイス

イーサネットコネクタ 10Base-T/100Base-TXイーサネットコネクタ
LANケーブル接続

ACアダプタ用ジャック 付属の ACアダプタ接続

CFカードスロット CFカードを接続

RESETボタン 出荷時の状態に戻す時に使用

 *使用可能なモデム・CFカードについては、弊社ホームページにて情報を提供しております。
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WDR-7をパソコンに接続する

WDR-7を無線 LANで利用する場合でも、まず、WDR-7を有線接続し、ネットワー
ク初期設定等を行う必要があります。

ケーブル等は接触不良にならないように、確実に差し込んでください。

■ LANケーブルで接続する

ご利用になる LANケーブルによって接続方法が異
なります。接続イメージ図（p.19）を参照してく
ださい。

-  付属 LANケーブルをご利用の場合
　HUBを経由してパソコンに接続

-  LANクロスケーブルをご利用の場合
　直接パソコンに接続

■ ACアダプタを接続する

- 付属の ACアダプタ以外は使用しないでください。火災等が発生する恐れが
あります。

- ACアダプタは、AC100Vコンセントへ差し込んでください。他の電圧に差し
込んだ場合、火災等が発生する恐れがあります。

- ACアダプタを抜き差しする時は、水滴が付着した状態または濡れた手でプラ
グに触れないでください。感電する恐れがあります。
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ネットワークに接続する

WDR-7をネットワークに接続するには、次のような方法があります。ご使用する
ネットワーク環境に合った接続方法を選んで設置してください。

-ケーブルなどは接触不良にならないように確実に差し込んでください。

接続例

■WDR-7をパソコンに直接接続して通信する
付属の LANケーブルではなく、市販の LANクロスケーブルをご用意ください。

接続例

■無線 LANで通信する
WDR-7に無線 LANカードを挿入すると、LANの配線が難しい場所でも通信ができます。

接続例

（無線LAN、HUB一体型でも可能）

無線LAN
アクセスポイント パソコン

（192.168.1.10）

無線LAN
カード

HUB

-通信カードを抜き差しする際は、ACアダプタを抜いた状態で行ってください。
-使用可能なデータ通信カードについては、弊社ホームページにて情報を提供しております。
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ダイヤル接続する

WDR-7とパソコンにデータ通信カードを挿入すると、電話回線を使用して通信が
できます。（パケット通信では以下の構成は使用できません。）

-通信カードは接触不良にならないように確実に差し込んでください。

■ポイント toポイント接続（P to P)
接続例

① ホスト PC側よりダイヤルアップ接続（電話発信）を行います。
② 通信事業者を経由してWDR-7が着信し、ダイヤルアップ接続（ポイント toポイント接続）が確
立します。

③ ホスト PCはWDR-7へ割り当てられた IPアドレス（またはドメイン）へアクセスします。
④ アクセスされたWDR-7はアクセス元であるホスト PCに対してデータを送信します。

-通信カードを抜き差しする際は、ACアダプタを抜いた状態で行ってください。
-使用可能なデータ通信カードについては、弊社ホームページにて情報を提供しております。
- CFタイプのデータ通信カードと、RS-232Cポートは同時に使用できません。

ダイヤルアップ接続でご利用の場合は、ダイヤルアップ接続設定の手順（.pdf）をご覧ください。
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インターネットに接続する

WDR-7をインターネットへ接続して利用する場合は、別途インターネットへの接
続環境、回線やプロバイダの契約、グローバル IPアドレスやドメインの取得、ド
メインネームサーバーやルーター等の設定が必要になります。

設定等については、ネットワーク管理者がいる場合は、管理者にご相談ください。
また、グローバル IPアドレスやドメインの契約については、ご契約のプロバイダ
へご相談ください。

接続方法は、次のような方法があります。ご使用するネットワーク環境に合った接
続方法を選んで設置してください。

■その他の接続

RS-232Cコネクタと FOMAモジュールアダプタを組み合わせた場合は、FOMA LAN接
続に対応します。

ビジネスMoperaアクセスプレミアムで使用することが出来ます。

-ビジネスMoperaアクセスプレミアムについては NTTドコモにお問い合わせください。
- moperaアクセスプレミアムの着信接続には対応していません

-固定 IPアドレス（グローバル IP）が必要です。
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■イーサによる接続

接続例

①WDR-7に割り当てたグローバル IPアドレスによりWDR-7にアクセスします。

② インターネットプロバイダやルーターを経由して、WDR-7を呼び出します。

③ アクセスの要求を受けたWDR-7は、アクセス元のパソコンに対してデータを返します。

■ドメイン名（例：WDR-7.net）を利用する

接続例

①WDR-7に割り当てたドメイン名（例：WDR-7.net）によりWDR-7にアクセスします。

② URL欄に入力されたドメイン名は、DNSサーバで IPアドレスに変換され、WDR-7を呼び出します。

③ アクセスの要求を受けたWDR-7は、アクセス元のパソコンに対してデータを返します。
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■ LANでメールを利用する

接続例

①WDR-7から SMTPサーバへアクセスし、SMTPサーバに対してメールを送信します。

②WDR-7から送信されてきたメールは、SMTPサーバによって宛先に応じた POPサーバへ配信さ
れます。

③ SMTPサーバから配信されたメールは POPサーバによって受取られ、メールアドレス毎のメール
ボックスに保存されます。

④ パソコンはメールが保存されている POPサーバにアクセスし、メールボックスからメールを受
信します。

-メールを LANで利用する場合には、LAN上に SMTPサーバ（送信側）と POPサーバまたは IMAPサーバ（受信側）を設置する必要
がありますので、ご注意ください。
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■インターネットへメールを送信する

接続例

① WDR-7からルーター・プロバイダーを経由して、インターネット上に存在する SMTPサーバへ
アクセスします、SMTPサーバに対してメール送信を行います

② WDR-7から送信されてきたメールは、SMTPサーバによって宛先に応じた POPサーバへ配信さ
れます。

③ SMTPサーバから配信されたメールは POPサーバによって受取られ、メールアドレス毎のメー
ルボックスに保存されます。

④パソコンはメールが保存されている POPサーバにアクセスし、メールボックスからメールを受信
します。

-インターネットへ接続する際には、ルーター（LAN）側の設定を行ってください。
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信号入出力をする場合

■線材の差し方と外し方

初期設定などが済み、信号の入出力をする場合、接続方法（p.26）を参照の上、下記の
手順に従って線材を正しく差してください。線材を外すときも無理に引っ張ったりしな
いでください。

1. ON/OFF信号入力信号に電圧を入力する時は、結線する前に、本体正面の入力信号ス
イッチを <電圧入力 >側に、接点信号を入力する時は <接点入力 >側に切り替えてく

ださい。

2. 配線用の単芯の線材を別途用意し、被覆は 10mmほどはぎます。

3. ドライバやピンセットなどを使い、本体底面の端子台のボタンを押しながら、差込口
に線材を差し込みます。

4. 線材を抜く時も、ドライバやピンセットなどでボタンを押しながら、線材を外します。

入出力端子台 :φ 0.32～ 0.65mmの単線
COM端子台 :   φ 0.5～ 0.9mmの単線

・アナログ信号入力端子は 4チャンネルのグランドが共通になっているので、入力ケーブルを
接続する場合は、各信号のグランドが同電位であることを確認してください。

・入力ケーブルを信号源に接続したまま本体から外し、放置しないでください。他の信号と接
触するとショートする恐れがあります。
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■接続方法

アナログ信号入力の接続例
電圧と４-20mA信号入力の切り替えは、付属ソフトウェアWDR-7 for Windowsより行います。

センサ

ON/OFF信号入力の接続例

例：センサが電圧出力 / 1chに接続の場合

結線前に本体正面のスイッチ <1ch>を <電圧入力（isolation）>側に切り替えてから、線材を端子台に差し込

んでください。

例：センサが接点（無電圧）出力 / 1chに接続の場合

結線前に本体正面のスイッチ <1ch>を <接点入力（COM）>側に切り替えてから、線材を端子台に差し込ん

でください。
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WDR-7 for Windowsのインストール

付属ソフトウェアWDR-7 for Windowsをインストールします。

WDR-7 for Windwsは [ネットワーク設定ユーティリティ ]、[WDR-7 for Windows]、
[マルチスケールグラフ ]、[イベントビューア ]の４つのアプリケーションで構成
されています。

本製品付属のソフトウェアは、"Windows 8 / 7 / Vista"に対応しています。
"Windows 8 / 7 / Vista"へのインストール画面レイアウトは "WindowsXP(SP3)"の
インストール画面レイアウトに酷似しています。付属の取扱説明書に記載されてい
る "Windows XP(SP3)"でのインストール方法を参照し、画面メッセージに従って
インストールしてください。ソフトウェアの操作に関しましては、取扱説明書に記
載されている注意事項を参照してください。

Windows®は正常に動作しますか？
Windowsが正常に動作しないと、ソフトウェアが正常にインストール、または起動できないことがあります。

アプリケーションを終了してください。
他のアプリケーションが動作している場合はすべて終了させてください。ウィルスチェックプログラム等の

常駐ソフトがありましたら、終了させてください。

-WDR-7 for Windowsをインストールするパソコンでは、アドミニストレータ（パソコンの管理者）の権限が必要です。　

1. Windowsを起動します。

2. 付属の CD-ROMをパソコンの CD/DVDドライブにセットします。しばらくするとイ
ンストールプログラムのウィンドウが開きます。

-自動的にインストールプログラムの画面が開かない場合は、CD/DVDドライブをダブルクリックして、手動で起動してください。

- CD/DVDドライブをダブルクリック後、CD-ROMのフォルダ内が表示された場合、CD-ROM内の [ start.exe ]をダブルクリックして
ください。

[実行 ]ボタン

3. [ネットワーク設定ユーティリティのインストール ]を選択し、[実行 ]ボタンを
クリックすると、インストールが開始します。

4. 内容を確認しながら、指示に従ってインストールを行ってください。
5. インストールが完了するとWindowsのスタートメニューのプログラムにWDR-7 for 

Windowsが登録されます。
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■ヘルプの使い方

ソフトウェアの使い方はソフトウェアの中のヘルプで詳しく説明しています。

メニューバーの [ヘルプ ]から、[目次 ]、[キーワード ]、[検索 ]のいずれかのタブ
をクリックし、わからない語句を検索できます。

目次
分類されたトピックをクリックすると説明が表示されます。

キーワード
キーワードリストよりキーワードを選択し、[表示 ]ボタンをクリックすると説明が表示されます。

検索
キーワードを入力し、[検索開始 ]ボタンをクリックすると検索結果が表示されます。リストよりキーワード
を選択肢、[表示 ]ボタンをクリックすると説明が表示されます。

各ダイアログボックスにある [ ]ボタンをクリックすると、ダイアログボッ
クス内の説明が表示されます。
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■ソフトウェア（ WDR-7 for Windows）メニュー一覧
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ィ

ネットワーク

初期設定
（p.31-33）

IPアドレス
サブネットマスク

ポート番号

ネットワーク

詳細設定
（p.34-38）

ログイン ID(管理者ログイン IDと共通 )
パスワード (管理者パスワードと共通 )
DNS
SNTP
SMTPメールサーバ
IPブロック
無線 LAN
通信機能の再起動 (システム再起動 )

[メニュー ]
（p.38）

ログイン履歴 有効／無効
ログイン履歴のクリア

通信時間設定

W
D

R
-7 for W

indow
s

[ファイル ]
（p.70）

マルチスケールグラフ起動
イベントビューア起動
アプリケーション終了

[表示 ]
（p.67-70）

運用モード
設定モード
自動吸い上げ予定
ログの表示
確認ダイアログ

[登録 ]
（p.39-41）

設置場所登録
設置場所削除
設置場所設定タブ

[設定 ]
（p.42-58）

チャンネル設定タブ
警報設定タブ
自動吸い上げ設定タブ
ブラウザ設定タブ
アップロード設定タブ

[通信 ]
（p.59-65）

現在値モニター
警報状態
記録データ吸い上げ
記録開始・記録停止
通信テスト
ダイヤルアップ
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マ
ル
チ
ス
ケ
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グ
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[ファイル ]
（p.84-86）

保存ファイルを開く
データ上書き保存
データ名前を付けて保存
表示範囲を保存
データをテキスト形式で保存
印刷・プレビュー

[表示 ]
（p.74-83）

データ一覧表示
指定 ch.グラフ表示 ON/OFF
スケール表示 ON/OFF

[ツール ]
（p.76-83）

Max., Min., Avg. 計算時間設定
記録条件の編集
チャンネルデータ並び替え
チャンネルデータ結合
指定チャンネルデータ削除
縦軸表示範囲設定
スケール、単位の設定
グラフ色の変更

[グラフ操作 ]
（p.73-74）

拡大を元に戻す
拡大を少しずつ元に戻す

イ
ベ
ン
ト
ビ
ュ
ー
ア

[ファイル ]（p.93-

94）

ファイルを開く
名前を付けて保存
テキスト形式で保存
印刷プレビューと印刷

[表示 ]
（p.89-90）

名前を付けて保存
テキスト形式で保存
表示形式切り替え（日時 /時間差）
昇順に表示・降順に表示
立ち上がりエッジを表示
立ち下がりエッジを表示
両エッジを表示
ファイルの情報

[ウインドウ ]
（p.89）

新しいウインドウを開く
重ねて表示
並べて表示
アイコンの整列

その他
（p.92）

複数のデータを１つの一覧表にま
とめる
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ネットワーク設定ユーティリティ

WDR-7をお買い上げいただいた直後は、ネットワーク設定ユーティリティで、ネッ
トワークの初期設定を行います。

・ネットワーク設定ユーティリティは、同一ネットワーク（同一のブロードキャストドメイン）
内で、必ず１台のパソコンから起動してください。
・複数のパソコンから、同時にネットワーク設定ユーティリティを起動すると、正しい動作を
しない場合があります。
・外部のネットワークに接続してしまうと初期設定が行えません。

■ネットワーク設定ユーティリティを開く　

Windows®のスタートメニューのプログラムの中から、[WDR-7 for Windows] - [ネット
ワーク設定ユーティリティ ]をクリックすると起動します。

ネットワーク初期設定（タブ）

IPアドレスやサブネットマスクの設定を行います。

ネットワーク詳細設定（タブ）

WDR-7の IPアドレス、サブネットマスク、ゲートウェイアドレスの設定や、通信環境の設定
など、さらに詳細な設定を行います。

  [メニュー ]
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■ネットワーク初期設定　

ネットワーク初期設定で、IPアドレスやサブネットマスクの設定を行います。

1.  WDR-7を [ネットワーク設定ユーティリティ ]が起動しているパソコンと同一のネッ
トワークに有線で接続してください。（p.18参照）

-ご購入直後のWDR-7は、すべて同じ IPアドレスになっていますので、いくつも接続してしまうと、同じ IPアドレスのWDR-7が同じネッ
トワーク内に存在してしまいます。ご購入直後のWDR-7は１台ごとに接続して、設定を行ってください。

2.  [ネットワーク初期設定 ]タブをクリックし、<検索 >ボタンをクリックすると、
WDR-7を検索し、接続されているWDR-7のリストが表示されます。

3. 設定を行うWDR-7の IPアドレスをリストから選択し、ダブルクリックするか、[設
定変更 ]ボタンをクリックすると、ネットワーク設定の画面が表示されます。

-出荷時状態のWDR-7は IPアドレス = 192. 168. 1. 200　サブネットマスク = 255. 255 .0. 0と表示されます。
- MACアドレスは、WDR-7本体背面のシールに記載されています。

[設定 ]ボタン

[設定変更 ]ボタン

[ネットワーク初期設定 ]
タブ

接続されている
WDR-7のリスト

検索されない場合

-パソコンとWDR-7が正しく接続されているかチェックしてください。
-ネットワークケーブルの種類やハブの電源などをチェックしてください。
- ネットワーク環境によっては、パソコン側の IPアドレス・サブネットマスクなどのネットワー
ク設定を変更しないと検出できない場合があります。[パソコン側のネットワーク設定の確認・
変更方法 ]（p.101-102）を参照してください。

- 未設定の無線 LANカードは接続しないでください。
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4. [ネットワーク設定 ]の画面で、お客様のネットワーク環境に合った IPアドレスとサブ
ネットマスクを入力します。

 

[送信 ]ボタン

IPアドレスと
サブネットマスクを
入力する

ログイン IDと
パスワードを
入力する

5. ログイン IDとパスワードを入力します。

 工場出荷時：ログイン ID= wsc-user　パスワード = wsc-passwd 
-ここではログイン IDとパスワードの変更はできません。変更はネットワーク詳細設定で行ってください。

6. 入力に誤りがないか確認し、[送信 ]ボタンをクリックすると [送信完了 ]のメッセー
ジが表示されます。

 [OK]ボタンをクリックすると設定が完了します。

- Windows XP SP3以降の OSをお使いの場合、[Windows セキュリティの重要な警告 ]というメッセージが表示される場合があります。
特に問題はありませんので、[ブロックを解除する ]をクリックしてください。
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■ネットワーク詳細設定　

WDR-7のネットワーク設定後、設定値受信およびさらに細かいネットワークの設定が
できます。

この設定は、すでに正しい IP アドレスがWDR-7に設定されていることが前提となり

ます。

1. [ネットワーク詳細設定 ]タブをクリックします。

2. [設定値受信 ]欄に、設定するWDR-7の情報を入力し、[設定値受信 ]ボタンをクリッ
クすると、設定値が表示されます。

-今まで通信が成功したWDR-7の IPアドレスまたはドメイン名が [設定値受信の履歴 ]に表示されます。ここから IPアドレスやドメ
インを指定すると、ログイン ID・パスワード・ポート番号が自動的に入力されます。

-ログイン履歴を [無効 ]にしてある、またはログイン履歴のクリアによりログイン履歴をクリアした場合は [設定値受信の履歴 ]は表
示されません。履歴機能の詳細は p.38を参照してください。

[設定値変更 ]
ボタン

[ネットワーク詳細設定 ]タブ

[設定値受信 ]欄で設定した
WDR-7の設定値一覧

[設定値受信 ]欄
設定するWDR-7の
情報を入力する

[設定値受信 ]
ボタン

設定値の
履歴

3. [設定値の履歴 ]から以前に設定したWDR-7の IPアドレス、またはドメイン名が検索
できます。IPアドレスまたはドメイン名を選択すると、設定値が表示されます。
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■設定値を設定・変更する

1. ネットワーク詳細設定タブ内の [設定変更 ...]ボタンをクリックすると、ネットワーク
詳細設定ウインドウが表示されます。

[送信先 ]欄
設定するWDR-7
の情報を入力する

ボタン
① 通信環境設定
② 設定値の送信
③ 通信機能の再起動

IPアドレス・サブネットマスク
WDR-7の IPアドレス、サブネットマスクを設定します。

ゲートウェイアドレス
WDR-7のゲートウェイアドレスを設定します。

ログイン ID、ログインパスワード
WDR-7へのログイン IDとパスワードを設定します。（半角 15文字まで）

DNS設定
ドメインの名前解決が必要な場合に、DNSサーバを指定します。

SNTP設定
SNTPサーバを設定すると、１日に 1回WDR-7内部の時計を補正します。補正処理の内容はWDR-7の状態
により変わります。設定しない場合はデータの時刻が正しくなくなりますのでご注意ください。

 - WDR-7内部の時計については p.36を参照してください。

 -ダイヤル接続の場合、電源の再投入時には補正を行いません。

IPブロック
指定した IPアドレスからのみアクセスできます。万一、現在設定を行っているパソコンの IPアドレスを設定
しなかった場合、WDR-7の再起動後はそのパソコンからはアクセスできなくなりますのでご注意ください。

警報メール
SMTP認証を使用する SMTPサーバ（メールサーバ）を利用される場合は、"有効 "を選択し、各項目を設
定してください。SMTP認証が不要な SMTPサーバの場合は、"無効 "を選択してください。また、POP 
before SMTP認証を使用する SMTPサーバ（メールサーバ）を利用される場合は、"有効 "を選択し、各項
目を設定してください。

- 各項目の設定における詳細は、ヘルプを参照してください。
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ポート番号

LANの環境に合わせて、HTTP、FTPクライアント、DTPクライアントのポート番号の設定を変更できます。
 -工場出荷時の状態：HTTP=80、FTP=21、DTP=20

時差
WDR-7内部時計の、GMT（グリニッジ標準時、UTCとほぼ同じ）からの時差を設定します。

 -日本はグリニッジ標準時から＋９時間ですので、"+09:00"を設定してください。

2.<通信環境設定 >ボタンをクリックし、通信環境の設定をします。
 -通信環境設定は p.37-38を参照してください。
 -ダイヤルアップ接続されるお客様は、ダイヤルアップ接続設定の手順（.pdf）を参照してください。

3. [送信先 ]欄に、WDR-7の情報を入力します。

4.  [設定値の送信 ]ボタンをクリックすると、設定値がWDR-7に送信されます。

5.  [再起動しますか？ ]という確認メッセージが表示されます。[OK]ボタンをクリックし
て、通信機能の再起動をしてください。

　
-再起動しないと設定は有効になりません。

■WDR-7の時計について
WDR-7は内部に時計を保持しています。時計の設定は、WDR-7 for　Windowsの [設
置場所登録 ]の [設置場所設定 ]ダイアログで行います。バックアップ用電池が十分充
電されている場合、電源の ON/OFF、WDR-7のリブート（再起動）を行っても時計は
保持されます。
-設置場所登録は p.40-41を参照してください。

WDR-7の時計が使用される主な機能
予約スタート、記録全般、吸い上げファイル名、警報発生時刻、アップロード開始時刻

SNTPサーバを設定すると、１日１回 SNTPサーバと通信を行い、時計を補正しますが、
WDR-7の状態により処理内容が以下のように変わります。
WDR-7の状態 補正（処理内容）

記録停止中 時計合わせを行います

記録中 記録間隔が１分以上の場合、時計合わせを行いますが、記録間隔の 1/2以上のズ
レが発生する場合は時計合わせを行いません。

記録間隔が１分未満の場合は時計合わせを行いません。

予約開始時刻待ち

（記録待機中）
記録中と同じです。

別の処理を実行中 別の処理が終了するのを待って時計合わせを行います。

ダイヤルアップ接続で

通信するWDR-7
SNTPサーバと時計合わせを行いません。代わりに [設置場所登録 ]、[設置場所設定 ]
のアクセス方法で、"通信時にこの PCの時計に合わせる "を有効にすると PCの
時計に合わせます。
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　■通信環境設定

ネットワーク詳細設定ダイアログ内の <通信環境設定 >ボタンをクリックすると、設
定ダイアログが表示されます。

お客様の通信環境に合わせて、[ダイヤル設定 ]グループ、[無線LAN設定 ]グループ、[メー
ル用通信環境の設定 ]グループの設定を行ってください。

[OK]ボタン[ダイヤル設定 ]
グループ

[無線 LAN設定 ]
グループ

[メール用通信環境の設定 ]
グループ

1. パソコンからダイヤルアップ接続する場合は、[ダイヤル設定 ]グループを設定します。

接続設定

LANが使用できない場所に設置する場合等に、電話回線を利用してWDR-7と通信するための設定です。

接続しない……LAN  で使用する場合選択してください。
COMポート… RS-232Cポートの接続した機器でダイヤル接続します。通信速度を設定してください。
CFカード…… CFカードスロットに接続した機器でダイヤル接続します。

-上記の接続設定で COMポートまたは、CFカードを選択した時は、通信毎にパソコンのアプリケーションからダイヤルアップ接続し、
WDR-7が着信を受けます。WDR-7から FTPアップロード機能を使用する際はWDR-7側からプロバイダへ回線を接続します。

ダイヤルアップ接続でご利用の場合は、ダイヤルアップ接続設定の手順（.pdf）をご覧ください。

2.CFカードスロットから無線 LANを利用する場合は、[無線 LAN設定 ]グループの "使

用する "を選択し、設定してください。
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3.WDR-7から回線を使用してダイヤルアップし、プロバイダに接続するための設定を
[メール用通信環境の設定 ]グループで行います。

SMTP通信ルート
　　LAN使用……………WDR-7から警報メール等を発信する際、電話回線を使用しない場合選択してください。
　　ダイヤル接続使用… WDR-7から警報メール等を発信する際、電話回線を使用する場合選択してください。

- [ダイヤル設定 ]グループの接続設定が [接続しない ]になっている場合はダイヤル接続でメール送信を行うことはできません。
-ダイヤルアップ接続、回線を利用する場合はデータ通信カード又はモデムが必要になります。
-無線 LANを利用する場合は無線 LANカードが必要になります。
-無線 LANカードとデータ通信カードは同時に使用できません。
- CFタイプのデータ通信カードと、RS-232Cポートは同時に使用できません。

4. [OK]ボタンをクリックすると、[ネットワーク詳細設定 ]ダイアログ（p.35-）に戻ります。

■その他の機能：[メニュー ]より
履歴機能
ネットワーク設定ユーティリティでは、通信が成功したWDR-7に対して、履歴を残します。履歴機能を使う
と、IPアドレスやログイン IDを毎回入力する手間が省けます。

-ログイン履歴機能を使わない場合は、[無効 ]にチェックします。ただし、
履歴機能が有効だったときの履歴は残りますので、完全に消去する場

合は [ログイン履歴のクリア ]を実行してください。

ログイン履歴のクリア

[ログイン履歴のクリア ]を実行すると、確認メッセージ画面が表示されます。[OK]ボタンをクリックすると
完了します。ログイン履歴の消去と同時に、ネットワーク設定値履歴と、警報設定値履歴も消去できます。

通信時間設定

ネットワーク詳細設定の通信は、決まった時間内に通信を行うようになっています。この時間は、ネットワー

ク環境によって変えることができます。通常は、[１（速）]です。

-常に通信エラーが発生したり、データが途中までしか受信できないなど
の問題が発生した場合、通信が間に合っていない可能性があります。通

信時間をを２、３、と遅い方へ設定してみてください。
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WDR-7 for Windows（登録・設定）

WDR-7 for Windowsはネットワーク接続対応計装用ロガーWDR-7を制御し、利
用するためのアプリケーションです。

WDR-7を設置場所として登録し、記録の設定、警報監視の設定や記録データの吸
い上げなどを行うことができます。操作対象の設置場所を選択すると、現在の設定
が各タブに分割されて表示されます。設定を変更する場合などは、各タブ毎に設定
を行うことが可能です。
　

-それぞれの設定は各タブごとにWDR-7と通信しないと有効になりません。必ず各タブ内の 送信 ]ボタンをクリックして、設定内容
を送信してください。（ただし [設置場所設定 ]、[自動吸い上げ設定 ]は設定ダイアログの [OK]ボタンで設定されます。）

■WDR-7 for Windowsを開く
Windowsスタートメニューの [すべてのプログラム ]の中から、[WDR-7 for Windows]- 
[WDR-7 for Windows]をクリックすると起動します。
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■設置場所を作成する：[登録 ]メニュー
WDR-7を設置場所として新規に登録します。設置場所名と、設定ユーティリティで割
り当てた IPアドレスやログイン IDなどを設定します。また、既存の設置場所から設定
を取得し、WDR-7 for Windows上に登録することも可能です。

1. 登録メニューより [設置場所登録 ]を選択するか、[設置場所設定 ]タブ下の [設定画面 ]
ボタンをクリックして、設置場所設定ダイアログを開いてください。

[OK]ボタン

[詳細 ]
ボタン

 

設置場所名
WDR-7に名前を付けて登録します。

時計設定
<詳細>ボタンをクリックするとWDR-7の時刻設定ウインドウが表示されます。以下の３通りから選んで [OK]
ボタンをクリックすると、設置場所設定ダイアログに戻ります。

パソコンの時刻を設定する…パソコンの時刻にWDR-7の時刻を合わせることができます。

指定した時刻を設定する……入力した時刻にWDR-7の時刻を合わせます。

時刻は変更しない……………上位のダイアログで何らかの設定を行うが、時刻は変更したくない場合に選択

してください。

アクセス方法：LAN / DIAL UP
WDR-7にアクセスする方法を LAN、または DIALUPのどちらかを選択します。ダイヤルアップで接続する場
合は、あらかじめダイヤルアップ接続を作成しておく必要があります。

アクセス設定
設定ユーティリティでWDR-7に割り当てた IPアドレスを指定してください。その IPアドレスがドメイン名
でアクセスできる場合は、ドメイン名を指定しても構いません。

HTTPポート、ログイン ID、ログインパスワードを変更しない場合、工場出荷時状態はそれぞれ [80]、 [ wsc-
user ] 、 [ wsc-passwd ]です。

2. 設定内容を入力後、登録設置場所設定ダイアログで [OK]ボタンをクリックします。
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3.  確認メッセージが表示されます。

[OK]ボタン

4.  [OK]ボタンをクリックします。登録が完了すると、WDR-7 for Windowsのメインウ
インドウ左側に、設置場所名がリスト表示され、右側には設置場所の情報が表示され
ます。

 

設置場所名リスト
（登録されたWDR-7一覧）

左側のリストで選択されている
WDR-7の情報

■設置場所を削除する：[登録 ]メニュー
登録されているWDR-7をアプリケーション上から削除する時は、登録メニューより [設
置場所削除 ]を選択します。
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■チャンネル設定

WDR-7はアナログ信号入力（4ch.）と ON/OFF信号入力（４ch.）で、計 8チャンネ
ル備えており、各チャンネルごとに異なった記録設定ができます。メインウインドウで
[チャンネル設定 ]タブを開くと、設定ダイアログが [アナログ信号入力チャンネル ]と
[ON / OFF信号入力チャンネル ]で分かれて表示されます。

[チャンネル設定 ]タブ

アナログ信号入力
Ch

ON / OFF信号入力
Ch

1. メインウインドウで [チャンネル設定 ]タブを開き、以下の方法からチャンネル設定ダ
イアログを開いてください。

 ① 左側のリストから設置場所名を選択し、[設定 ]メニュー - [チャンネル設定 ] -  設定するチャン
ネルをクリックする。 

 　　　

② 左側のリストから設置場所名を選択してから、設定するチャンネルを選択。
 そのままダブルクリックするか、画面下の [設定画面 ]ボタンをクリックする。

　　  

Chをダブルクリック

または [設定画面 ]ボタン
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2. チャンネル設定ダイアログで、以下の内容を設定します。
アナログ信号入力のチャンネル設定ダイアログ

[OK]ボタン

アナログ信号入力　CH No.
CH1、CH2など、現在編集中のチャンネル番号を示します。

チャンネル名
チャンネル名を設定します。

信号種別
センサからの入力信号を [電圧 (0-5V)]、 または [4-20mA信号 (0-20mA)]
より選択します。

記録形式
記録の形式を [瞬時値 ]、 [平均値 ]、 [最大ピーク値 ]、 [最小ピーク値 ]よ
り選択します。

スケール変換

センサからの電圧、4-20mA信号入力を、別の単位系に変換す
る場合に設定します。

ON / OFF信号入力のチャンネル設定ダイアログ

[OK]ボタン

ON / OFF CH no.
CH1、CH2など、現在編集中のチャンネル番号を示します。

チャンネル名
チャンネル名を設定します。

信号種別
センサからの入力信号を [パルスON→OFF]、 [パルスOFF→ON]、[極
性変化 ]より選択します。

　- [パルス ON→ OFF]、 [パルス OFF→ ON]を選択した場合、記録及び警報はパル　
ス数になります。

　- [極性選択 ]を選択した場合、警報は極性変化の監視となり、記録はイベント記録

　となります。

チャタリングフィルタ
信号が切り替わるとき、ばたついて ON/OFFを繰り返す場合があり
ます。これをフィルタリングするかどうかを設定します。[30ms]ま
たは [なし ]より選択します。

スケール変換
パルス数記録の場合のみ有効です。センサからのパルス数を、別の単

位系に変換する場合に使用します。

単位
変換後の単位を入力します。
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3.  [OK]ボタンをクリックすると、メインウインドウに戻ります。変更した箇所が赤字で
表示され、[元に戻す ]ボタンと [送信 ]ボタンがアクティブ表示されます。

　
-WindowsXPクラシックをご利用の場合は、赤字になりません。

[元に戻す ]ボタン [送信 ]ボタン

4. 他の設定タブへ移る前に、必ず [送信 ]ボタンをクリックしてください。送信する前に [元
に戻す ]ボタンをクリックすると、変更中のパラメータは元に戻ります。

　
-チャンネル設定はWDR-7に設定内容を送信しなければ、有効になりません。
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■警報設定

WDR-7の測定値があらかじめ設定した上限値（または下限値）を超え、なおかつ判定
時間を超えた場合、WDR-7本体の外部出力、警報 LEDと共に警報メールを送信して通
知することができます。
警報設定は各チャンネルごとに設定できます。メインウインドウで [警報設定 ]タブを
開くと、設定ダイアログが [アナログ信号入力チャンネル ]と [ON / OFF信号入力チャ
ンネル ]で分かれて表示されています。

[メール設定 ]ボタン

[警報設定 ]ボタン

1. メインウインドウで [警報設定 ]タブを開き、以下の方法から警報設定ダイアログを開
きます。

① 左側のリストから設置場所名を選択し、[設定 ]メニュー -  [チャンネル設定 ] -  設定するチャン
ネルをクリックする。

　　  　　

② 左側のリストから設置場所名を選択してから、設定するチャンネルを選択。
 そのままダブルクリックするか、画面下の [設定画面 ]ボタンをクリックする。

または [設定画面 ]ボタン

Chをダブルクリック
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2. [警報設定 ]ダイアログで、以下の内容を設定します。

警報設定を
有効にする場合は
チェック

[OK]ボタン[OK]ボタン

アナログ信号入力の
警報設定ダイアログ

ON / OFF信号入力の
警報設定ダイアログ

警報設定を
有効にする場合は
チェック

Analog ・ ON / OFF　CH No.
現在編集中のチャンネル番号とチャンネル名を表示しています。

[監視する ]チェックボックス
警報監視を行う場合はチェックを入れてください。

警報レベル
[上限値 ]、[下限値 ]、[判定時間 ]を設定します。測定値が上下限値を超え、なおかつ判定時間を超えた場合、
警報と判断します。スケール変換後の値で入力してください。

-判定時間は 1. 2. 5. 10. 15. 20. 30sec（秒）、1. 2. 5. 10. 15. 20. 30. 60min（分）から選択してください。
-極性変化の場合は、上限値・下限値は不要です。指定極性が監視時間連続すると警報と判断します。

警報出力先
警報発生時にどのように通知するかを設定します。

接点出力……… WDR-7本体の接点出力に信号を出力します。
　　 1秒：信号が 1秒だけ出力されます。
警報同期：警報発生している間信号が出力されます。

LED出力……… 警報が発生した場合、WDR-7本体の警報 LEDを点灯させます。

メール出力…… 設定したアドレスに警報メールを送信します。インターネットへの接続や社内メールサーバ

の設定など、WDR-7が送信先にメールを送信できる環境が必要になります。

3.  [OK]ボタンをクリックすると、メインウインドウに戻ります。[警報設定 ]ダイアログ
で警報出力先を [メール出力 ]に設定した場合、メインウインドウの [メール設定 ]ボ
タンをクリックし、メールの設定を行ってください。
-メール設定の詳細は p.48を参照してください
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4.  メインウインドウに戻ると、監視設定を設定した箇所と、メール設定が赤字で表示され、
[元に戻す ]ボタンと [送信 ]ボタンがアクティブ表示されます。

　
-WindowsXPクラシックをご利用の場合は、赤字になりません。

 

[元に戻す ]ボタン [送信 ]ボタン

5.  他の設定タブへ移る前に、必ず [送信 ]ボタンをクリックしてください。送信する前に
[元に戻す ]ボタンをクリックすると、変更中のパラメータは元に戻ります。

　
-警報設定はWDR-7に設定内容を送信しなければ、有効になりません。

6.  送信が完了したら、通信テストして正常にメール送信ができるか確認できます。
 [通信 ]メニューから [通信テスト ] - [警報メールテスト ]を実行してください。テスト
でメールが受信できなかった場合、メールアドレスや接続環境、SMTPサーバの設定、
POP before SMTPの設定などを確認してください。
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■警報メール設定

警報メールは複数のアドレスへ送信することができます。[警報設定 ]タブの <メール
設定 >ボタンをクリックして、設定画面を開いてください。

　
- WDR-7からメールを送信するには、ネットワーク設定ユーティリティの [ネットワーク詳細設定 ]で警報メールの設定を済ませてお
く必要があります（p.35参照）。

-メールをネットワークでなく [ダイヤルアップ接続 ]を使用して送信する場合は、設定ユーティリティから [通信環境設定 ]ダイアロ
グのメール用通信環境の設定（p.37-38）を行ってください。

-警報メールを送信するためには、インターネットへの接続、社内メールサーバの設置など、送信先アドレスへメールを送信可能な環
境が必要になります。その他、電子メールは遅延することがあります。特に携帯電話に送信した場合は数時間単位で遅れることもあ

りますのでご注意下さい。

  
   

送信先メール
アドレス一覧

差出人
警報メールを送信する際の、送信元アドレスを指定してください。受信側の "差出人 "などの欄に表示されま
す。存在しないアドレスを指定すると、警報メールの送信に失敗することがあります。

タイトル
メールのタイトルです。受信側の "件名 "などの欄に表示されます。

警報メール送信後の送信休止時間（分）
警報メールが送信されてから送信休止時間が過ぎるまで、次の警報メールは送信されません。10分～ 1440
分の範囲で分単位で設定できます。

[Add]ボタン
メールアドレスを入力するダイアログが表示されますので、送信先アドレスを入力して [OK]ボタンを押して
ください。メール送信先アドレス欄に追加されます。

  

[Del]ボタン
送信先アドレスを削除します。削除したいアドレスを、メール送信先アドレス欄から選択してボタンを押し

てください。

[UP]ボタン
選択したアドレスを上に移動します。

[DOWN]ボタン
選択したアドレスを下に移動します。
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■自動吸い上げ設定

指定されたチャンネルのデータを、定期的にパソコンにファイルとして保存するための
設定です。ファイルは、マルチスケールグラフ、イベントビューアで参照できます。

[自動吸い上げ設定 ]タブ

1. メインウインドウで [自動吸い上げ設定 ]タブを開き、以下の方法から自動吸い上げ設
定ダイアログを開きます。

① 左側のリストから設置場所名を選択してから、[設定 ]メニュー -  [自動吸い上げ設定 ] をクリッ
クする。

　　  

② 左側のリストから設置場所名を選択してから、画面下の [設定画面 ]ボタンをクリックする。

　 

[設定画面 ]ボタン

設置場所名
を選択
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2. 自動吸い上げ設定ダイアログで、以下の内容を設定します。
  
    

[OK]ボタン

自動吸い上げ設定を有効に
する場合はチェックする

吸い上げ時にテキストファ
イルも同時に作成する場合
はチェックする

    
 

[自動吸い上げを行う ]チェックボックス
チェックすると、設定項目がアクティブ表示されます。

チャンネル指定
自動で吸い上げを行いたいチャンネルにチェックを入れてください。

自動吸い上げ間隔
毎日定時に吸い上げ……毎日指定した時刻に自動吸い上げ処理を実行開始します。

一定間隔で吸い上げ……指定した間隔で自動吸い上げ処理を実行開始します。

記録データ
どのくらいのデータを取得するか指定します。

全データ……… 自動吸い上げの度に、記録されている全てのデータを取得します。
最新データ…… 前回の自動吸い上げで取得したデータ位置を記録していますので、まだパソコンに取得して

いないデータのみを吸い上げます。

保存先設定
吸い上げた記録データをファイルとして保存するフォルダを指定してください。[ ]ボタンをクリックする
と、ウィンドウズ標準のフォルダの参照ダイアログを開きます。

保存されるファイル名は [設置場所名＋時刻 .wdr]という形になります。

 -保存ファイルについては p.61を参照してください。

データ吸い上げ時にテキストファイルを作成する
市販の表計算ソフトやエディタで読み込めるように、吸い上げたデータをテキストファイルでも保存するこ

とが可能です。テキストファイルにも出力したい場合は、この項目にチェックを入れてください。

区切り文字…… テキストファイルは csv形式の様になっています。区切り文字を指定してください。

改行コード…… 作成するテキストファイルの改行コードを選択することができます。特に問題なければ 
[CRLF]のままにしておいてください。

3.  [OK]ボタンをクリックすると、メインウインドウに戻ります。自動吸い上げ設定を有
効にした ch.はメインウインドウの右側に、詳細が表示されます。
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Windows 8 / 7 / Vistaでの使用に関しての補足事項

自動吸い上げ機能操作時の注意点 (ソフトウェアによっては、自動吸い上げ機能を
含まないものもあります）

自動吸い上げ機能と自動更新（Windows Update）後の自動再起動について

Windowsには自動更新（Windows Update）という機能があります。これは、マイク
ロソフトが修正プログラム等を提供し、それを定期的にダウンロードしインストールす
ることで、コンピュータを最新の状態に保つためのものです。この自動更新（Windows 
Update）の設定をデフォルトの [更新プログラムを自動的にインストールする ]（Xpで
は [自動 ]）にしていると、適用する修正プログラムによっては、Windowsが自動的に
再起動してしまうことがあります。

弊社製のアプリケーションでは、"自動でデータを吸い上げる "機能があるものが有り、
そのようなアプリケーションは指定されたデータ吸い上げの時刻に動作している必要
があります。そのため [自動更新 ]後にWindowsが再起動した場合はアプリケーショ
ンが起動しておらず、"自動データ吸い上げ "処理が実行されなくなってしまいます。

コントロールパネルのWindows Update画面
（画面は全て Vistaのもの）

解決策としては以下が考えられます。

3-1 自動吸い上げを行うアプリケーションのショートカットを [スタート ]メニューの
[スタートアップ ]に入れておく。この場合はWindows再起動時にアプリケーショ
ンも起動しますが、起動した際に、自動吸い上げの予定時刻を過ぎていると、吸
い上げを実行するか否かの確認ダイアログボックスを表示してアプリケーション
が入力待ちになる場合があります。

3-2 Windows Updateの設定の変更画面で、[更新プログラムを自動的にインストール
する ]（Xpでは [自動 ]）以外に設定する。これは推奨されている方法ではありま
せんので、更新プログラムを自動的にインストールする場合は、以下の３の方法
で自動的なWindowsの再起動を行わないようにすることができます。

Windows Update－設定の変更画面

この画面で [更新プログラムを自動的にインストールする ]
に設定されていると、インストール時に確認無しで再起動
する場合があります。
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3-3グループポリシーオブジェクトエディタでWindows Updateの設定後、システム
を自動的に再起動しないように設定する。

グループポリシーオブジェクトエディタ画面

   ・ グループポリシーオブジェクトエディタを起動します。"スタート "メニューファ
イル名を指定して実行 "で [gpedit.msc]を実行することで起動できます。

   ・ [コンピュータの構成 ]から [管理用テンプレート ]－ [Windows コンポーネント ]
－ [Windows Update]とツリーを開きます。

   ・ ツリー上でWindows Updateを選択した際に右ペインに表示される項目から、[ス
ケジュールされた自動更新のインストールで、システムを自動的に再起動しない ]
をダブルクリックして、設定画面を開きます。

   ・ [有効 ]を選択して [OK]か [適用 ]ボタンを押してください。自動で再起動するの
を停止することができます。

   ・ 設定後は自動更新により修正プログラムのダウンロードとインストールは自動実
行されますが、ログオン中の場合にはWindowsの自動的な再起動は実行されず、
以下のダイアログを表示してユーザーに再起動を促すようになります。
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■ブラウザ設定

Webブラウザ（Internet Explorer Ver.6以降対応）からWDR-7にアクセスし、データ
を参照することができます。ここではブラウザからのアクセスを許可するか、しないか、
ブラウザ上のデータの更新間隔などを設定します。

[ブラウザ設定 ]タブ

1. メインウインドウで [ブラウザ設定 ]タブを開き、以下の方法からブラウザ設定ダイア
ログを開きます。

① 左側のリストから設置場所名を選択してから、[設定 ]メニュー -  [ブラウザ設定 ] をクリックす
る。

　　  

② 左側のリストから設置場所名を選択してから、画面下の [設定画面 ]ボタンをクリックする。

   

[設定画面 ]ボタン

設置場所名を
選択
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2.  ブラウザ設定ダイアログで、以下の内容を設定します。

[OK]ボタン

ブラウザからのアクセスを
許可する場合はチェックする

[ブラウザからのアクセスを許可する ]チェックボックス
ブラウザからのアクセスを許可する場合チェックします。

記録データ
ブラウザ用データ更新間隔… WDR-7ではブラウザから参照した際に、時間のかかる通信を行わないようにす

るため、予め定間隔でブラウザ表示用のデータを作成しています。そのデータ

を作成する間隔を指定します。またこの間隔はブラウザの簡易グラフ用のデー

タ取得インターバルになります。

パルスの現在値計算時間……ブラウザ画面でのパルス数の現在値とは、ブラウザ用情報を作成する際の直近

の指定時間内に記録されたパルス数のことです。ここで指定された時間内に記

録されたパルス数を、現在値として表示します。（１～ 1440分間で設定）

日付の書式……………………日付書式を３パターンから選択できます。

グラフ
グラフに表示するデータ数…ブラウザの簡易グラフ上に、最大幾つまでのデータを表示するか指定します。グ

ラフ用のデータのインターバルは [ブラウザ用データ更新間隔 ]になります。

グラフの線色…………………グラフの線色を設定できます。[色の設定 ]ボタンをクリックすると、Windows
標準の色指定ダイアログが表示されます。基本色または、色の作成によって、

お好きな色を選択してください。

グラフの背景色………………グラフの背景色を設定できます。[色の設定 ]ボタンをクリックすると、
Windows標準の色指定ダイアログが表示されます。基本色または、色の作成に
よって、お好きな色を選択してください。グラフの線と背景の色を設定します。
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3. [OK]ボタンをクリックすると、メインウインドウに戻ります。ブラウザ設定ダイアロ
グで変更した箇所が赤字で表示され、[元に戻す ]ボタンと [送信 ]ボタンがアクティ
ブ表示されます。

　
-WindowsXPクラシックをご利用の場合は、赤字になりません。

 

[元に戻す ]
ボタン

[送信 ]
ボタン

4. 他の設定タブへ移る前に、必ず [送信 ]ボタンをクリックしてください。送信する前に
[元に戻す ]ボタンをクリックすると、変更中のパラメータは元に戻ります。

　
-ブラウザ設定はWDR-7に設定内容を送信しなければ、有効になりません。

  Webビューア画面 
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■アップロード設定
WDR-7から、ネットワーク上の別のパソコンなどに、データをアップロードすること
ができます。ここではアップロードするチャンネルと送信間隔、アップロード先の IP
アドレスなどを設定します。

アップロードは FTP通信で行います。送信されるファイルはマルチスケールグラフ、
イベントビューアで参照可能なバイナリファイルとなります。

[アップロード設定 ]タブ

1. メインウインドウで [ブラウザ設定 ]タブを開き、以下の方法からブラウザ設定ダイア
ログを開きます。

① 左側のリストから設置場所名を選択してから、[設定 ]メニュー -  [ブラウザ設定 ] をクリックす
る。

　　  

② 左側のリストから設置場所名を選択してから、画面下の [設定画面 ]ボタンをクリックする。

　

[設定画面 ]ボタン

設置場所名を
選択
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2. アップロード設定ダイアログで、以下の内容を設定します。

[OK]ボタン

ブラウザからのアクセスを
許可する場合はチェックする

[アップロードする ]チェックボックス
チェックすると、設定項目がアクティブ表示されます。

アップロードするチャンネル指定
アップロードするチャンネルにチェックを入れてください。

送信間隔
毎日定時に送信……毎日指定された時刻にアップロードします。

一定間隔で送信……指定された間隔でアップロードします。

記録データ
全データ……………記録されている全データをアップロードします。

最新のデータ………前回アップロードした記録データは送信せずに、アップロード後に新たに記録されたデー

タのみを送信します。

接続設定
アップロード先に接続するための設定を行います。

接続方法…………[LAN]か [ダイヤルアップ ]を選択してください。
 [ダイヤルアップ ]を選択すると、設定ユーティリティで設定されている接続先にWDR-7

からダイヤルアップ接続します。ダイヤルアップ先は、[通信環境設定 ]ダイアログの [ダ
イヤル設定 ]グループで指定したダイヤル番号になりますので、予め設定しておいてくださ
い。（p.37-38参照）

IPアドレス /ドメイン

 [LAN]接続する際のアップロード先の IPアドレスです。ドメイン名でアクセス可能な場合
はドメイン名を指定しても構いません。

ユーザー ID /パスワード
 アップロード先に FTP接続でログインするための ID（アカウント）とパスワードです。

リモートパス……アップロード先でファイルを送信するパスを指定します。FTPのルートからの相対パスで

指定してください。
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3. [OK]ボタンをクリックすると、メインウインドウに戻ります。アップロード設定ダイ
アログで変更した箇所が赤字で表示され、[元に戻す ]ボタンと [送信 ]ボタンがアクティ
ブ表示されます。

　
-WindowsXPクラシックをご利用の場合は、赤字になりません。

 

[元に戻す ]
ボタン

[送信 ]
ボタン

4. 他の設定タブへ移る前に、必ず [送信 ]ボタンをクリックしてください。送信する前に [元
に戻す ]ボタンをクリックすると、変更中のパラメータは元に戻ります。

　
-アップロード設定はWDR-7に設定内容を送信しなければ、有効になりません。

5. 送信が完了したら、通信テストして正常にアップロードができるか確認できます。
 [通信 ]メニューから [通信テスト ] - [アップロードテスト ]を実行してください。テス
トが失敗した場合は、FTPサーバの設定、リモートパスへのアクセス権などを確認し
て下さい。
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WDR-7 for Windows（通信）

記録設定をした後、WDR-7と通信して記録開始・停止をします。また通信メニュー
からデータの吸い上げをしたり、現在値や警報状態を確認することができます。

[通信 ]メニュー

■記録開始・停止

設定をしたら記録を開始します。[通信 ]メニューから [記録開始・停止 ]を選択し、記
録開始・停止ダイアログを開いてください。

① [PCの時刻を反映 ]ボタン
② [記録開始 ]ボタン
③ [記録状態・時刻取得 ]ボタン
④ [記録停止 ]ボタン
⑤ [閉じる ]ボタン

どちらかに
チェック

予約スタート /即時スタート
[予約スタート ]にチェックすると、[予約開始時刻 ]欄がアクティブ表示されます。
すぐに記録を開始したい場合は [即時スタート ]にチェックをし、[記録開始 ]ボタンをクリックしてください。

予約開始時刻
予約スタートをする場合、記録を開始する時刻を設定してください。[PCの時刻を反映 ]ボタンをクリックす
ると、予約開始時刻に反映させることができます。時刻を設定後、[記録開始 ]ボタンをクリックすると待機
状態になります。

記録間隔
設置場所内では全チャンネルが同じ間隔で記録されます。(イベント =極性変化は別です )

-記録間隔は 1. 2. 5. 10. 15. 20. 30sec（秒）、1. 2. 5. 10. 15. 20. 30. 60min（分）から選択してください。
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[記録開始 ]ボタン / [記録停止 ]ボタン
WDR-7と通信し記録を開始、または停止（待機）します。記録中は本体REC LEDが点灯し、待機中は点滅します。

[記録状態取得 ]ボタン
WDR-7と通信し、現在の記録状態を表示します。

    

■記録データ吸い上げ

WDR-7が記録しているデータを取得し、パソコンにデータファイルとして保存します。
吸い上げ時にテキストファイルも出力できます。

[通信 ]メニューから [記録データ吸い上げ ]を選択し、記録データ吸い上げダイアログ
を開いてください。

 

[開始 ]ボタン

吸い上げ時にテキスト
ファイルも同時に作成す
る場合にチェックする

データ吸い上げ後、
グラフを開く場合
チェックする

設置場所名

設定しているWDR-7の名称が表示されます。

チャンネル指定
記録データの吸い上げを行うチャンネルにチェックを入れてください。

記録データ
[全データ ]か [最新データ ]のどちらかにチェックします。

全データ……吸い上げの度に、記録されている全てのデータを取得します。

最新データ…まだパソコンに取得していないデータのみを吸い上げます。

 （WDR-7 for Windowsは前回の吸い上げで取得したデータ位置を記録しています。）

保存先設定
吸い上げた記録データをファイルとして保存するフォルダを指定してください。< >ボタンをクリックす
ると、Windows標準のフォルダ参照ダイアログを開きます。
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[データ吸い上げ時にテキストファイルを作成する ]チェックボックス
市販の表計算ソフトやエディタで読み込めるように、吸い上げたデータをテキストファイルでも保存するこ

とができます。テキストファイルとしても出力したい場合は、この項目にチェックを入れてください。

区切り文字……テキストファイルは csv形式になっています。区切り文字を指定してください。

改行コード……作成するテキストファイルの改行コードを選択することができます。特に問題なければ

[CRLF]のままにしておいてください。

[記録データ吸い上げ後マルチスケールグラフ /イベントビューアを開く ]チェックボックス
チェックボックスにチェックすると、吸い上げ終了時、マルチスケールグラフまたはイベントビューアを起

動し、グラフを開きます。

[開始 ]ボタン
記録データ吸い上げを実行します。

[停止 ]ボタン
データ吸い上げ中にアクティブ表示されます。途中で吸い上げを中止したい場合に使用してください。

■保存ファイル

WDR-7が記録したデータファイルは（.wdr）として保存されます。

自動吸い上げ設定、もしくは記録データ吸い上げ設定のダイアログで、[データ吸い上
げ時にテキストファイルを作成する ]にチェックした場合、テキストファイル（.txt)が
並列して保存されます。ファイル名は [設置場所名 _データ吸い上げ日時 .拡張子 ]で
自動的に設定されます。

設置場所名 データを吸い上
げた時刻
（年月日時分秒）

拡張子

テキストデータのファイル名には拡張子の前に、データの種類を示す "G"、または "E"
のアルファベットが設定されます。

G……マルチスケールグラフで見るデータのテキストファイル

E……イベントグラフで見るデータのテキストファイル

-吸い上げ日時はWDR-7内の設定時刻が反映されます。WDR-7の時刻合わせは [設置場所設定 ]（p.40）ダイアログから行ってください。
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Windows 8 / 7 / Vistaでの使用に関しての補足事項

データファイルの保存場所について
アプリケーションの自動吸い上げ機能などで自動的にデータファイルが作成されます。
本ソフトウェアを通常ユーザーとして、 デフォルト の [Program Files]フォルダ下にイ
ンストールした場合、[Windows Vista]の [バーチャルストア ]機能により、ユーザアカ
ウント別に以下のフォルダに保存されることがありますので注意してください。

[C:\ユーザー \（アカウント名）\AppData\Local\VirtualStore\Program Files\（アプリ名）]

例として＞

"myname"というアカウント名の通常ユーザーでログインし [WDR-7 for Windows]の
アプリケーションを実行している時、アプリケーションの画面上での保存先が 
[C:\Program Files\WDR-7 for Windows\data]と表示されている場合は、実際には 
[C:\ユーザー \myname\AppData\Local\VirtualStore\Program Files\WDR-7 for Windows\
data]に保存されます。（インストール時にお客様がインストール先を指定された場合は、
[WDR-7 for Windows]をインストールしたフォルダ内に保存されます）

"管理者として実行 "している場合は、表示されているフォルダに保存されます。

■現在値モニタ

WDR-7と通信して現在の測定値を確認できます。指定した間隔で連続して現在値を取
得することもできます。

[通信 ]メニューから [現在値モニタ ]を選択してください。

[取得 ]ボタン[連続取得 ]欄

スケール変換後の
値で表示する場合
はチェックする

アナログ入力 chの現在値

ON/OFF入力 chの現在値

[スケール変換する ]チェックボックス
測定値をスケール変換後の値で表示する場合はチェックを入れてください。

[連続取得 ]欄
60～ 86400毎秒の範囲で、取得間隔を指定できます。[開始 ]ボタンで連続取得を開始すると、アクティブ
表示された [停止 ]ボタンで、連続取得を停止できます。

-連続取得で指定する間隔は、通信間隔を指定するもので、必ず現在値を取得できることを保障するものではありません。

<取得 >ボタン

現在測定値を一回のみ取得します。
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■警報状態

選択されているWDR-7と通信して、WDR-7内部のプログラムが出力した警報情報を
パソコンに取り込み、どのような状態で警報が発生したのか、WDR-7が警報と判断し
た時刻などを表示します。

[通信 ]メニューから [警報状態 ]を選択してください。

[取得 ]
ボタン

警報発生時の値をスケール
変換後の値で表示する場合
はチェックする

[スケール変換する ]チェックボックス
警報発生時の値をスケール変換後の値で表示する場合はチェックを入れてください。

<取得 >ボタン
選択されている設置場所から警報情報を取得します。

■時刻取得
WDR-7と通信し、WDR-7の時刻を表示します。[通信 ]メニューから [時刻取得 ]
を選択してください。

- WDR-7の時刻合わせは [設置場所設定 ]タブ（p.40参照）で行ってください。
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■全チャンネルの警報監視を中断する

警報設定ダイアログで、監視機能を設定中のチャンネルの監視機能を中断します。

1.  [通信 ]メニューから [全チャンネルの警報監視を中断する ]を実行すると、メインウ
インドウの警報設定タブが表示されます。

[送信 ]ボタン

[警報設定 ]タブ

[警報監視 ]項目

2. それまで警報設定してあった全てのチャンネルの [警報監視 ]項目に、[しない ]と赤
文字で表示されます。よければそのまま [送信 ]ボタンをクリックしてください。

-警報監視の中断は、WDR-7に設定内容を送信しなければ有効になりません。
- WindowsXPクラシックをご利用の場合は、赤字になりません。

警報監視を継続したいチャンネルがある場合

1.警報監視を継続したいチャンネルにカーソルを合わせ、ダブルクリックすると警報設定ダイアログ
が表示されます。

2.  [監視する ]チェックボックスにチェックをして、再びメインウインドウに戻ると [警報監視 ]欄は
元の設定（黒文字）に戻ります（警報設定はチャンネルごとに行ってください）。

3.  [送信 ]ボタンをクリックしてください。
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■その他の [通信 ]メニュー
全パラメータ取得
同じネットワーク上にある他のWDR-7から、[チャンネル設定 ]、[警報設定 ]、[アップロード設定 ]、[ブラ
ウザ設定 ]の情報を取得し、設定値をそろえることができます。

パラメータを工場出荷時に戻す
実行すると、[チャンネル設定 ]、[警報設定 ]、[アップロード設定 ]、[ブラウザ設定 ]を工場出荷時の設定に
戻します。記録データは無効になるのでご注意ください。

通信テスト：警報メールテスト /アップロードテスト
警報メール送信の設定をした後、WDR-7からメールを送信できるかテストできます。メールを受信できない
場合、メールアドレスや接続環境、SMTPサーバの設定、POP before SMTPの設定などを確認してください。
同様に [アップロード設定 ]ダイアログでアップロード送信先の設定した後、WDR-7からデータがアップロー
ドできるかテストできます。テストで失敗した場合は、FTPサーバの設定、リモートパスへのアクセス権な
どを確認して下さい。

ダイアルアップ：接続 /切断
WDR-7へダイヤルアップで接続している場合、回線を接続、切断することができます。
複数の通信を連続して行う場合など、このメニューから回線を接続しておけば、通信の度に接続・切断を行

いません。

リブート（WDR-7の再起動）
WDR-7が正常に動作しなくなった時に、アプリケーションからWDR-7を再起動させます。
WDR-7の不具合によりリブートの対象を選択し、<リブート > ボタンをクリックすると再起動を開始します。

-ブラウザ用の情報は削除されますのでご注意ください。

Prodigioにチェック……通信結果で CODE_BUSYを返す状態が何時間も続いたり、記録データ吸
い上げ、警報処理、アップロードが正常に動作しない時に使用します。

WDR-7の電源を入れなおしたときと同じ効果があります。

MPUにチェック  ………通信結果で ERR_MPU_TIMEOUTを返す状態が続く時、WDR-7の電源を
入れなおしてもエラーが直らない時に使用します。
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WDR-7 for Windows（表示・ファイル）

[表示 ]メニューで操作履歴を表示したり、画面の表示・非表示を設定することで、
必要な情報の確認が容易になります。

■自動吸い上げ予定

自動吸い上げするように設定がされている場合、設置場所ごとに次回の吸い上げ予定時
刻がダイアログで表示され、確認することができます。

また、自動吸い上げを中止したり、無効にすることもできます。

■タスクトレイに移動する

実行すると起動中のWDR-7 for Windowsが、Windowsの画面右下にあるタスクトレ
イに格納されます。

タスクトレイから出す場合
タスクトレイにあるWDR-7 for Windowsのアイコンに、カーソルを合わせクリックしてください。[-タスク
トレイから出す -]をクリックすると、元のサイズで画面に表示されます。
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■ログの表示

登録されているWDR-7の操作履歴を確認できます。操作日時、設置場所名、機能の条
件でフィルタリングして表示したり、表示中の履歴情報をテキスト形式（.txt）で保存
することができます。

[時刻 ]、[設置場所名 ]や [機能 ]の各タイトル部分をクリックすると、そのタイトル項
目の内容で整列し、切り替え表示します。通信エラーした履歴は赤字で表示されます。

ファイル

フィルタ

各タイトルをクリック
すると、内容で表示が
切り替わります

■ファイル

テキスト出力
保存先を指定するダイアログが表示されます。表示している内容をテキスト形式（カンマ区切り /タブ区切り）
で保存できます。保存データは Excel、Wordソフト等で表示できます（拡張子は .txtです）。

更新　
ログの表示を更新します。

受信
ログの受信をするか、しないかを設定できます。実行すると [ログ受信 ]ダイアログが表示されます

 - [ログ受信 ]ダイアログについては p.69を参照してください。

表示中ログ消去
表示中の操作履歴を消去します。

選択中のログ消去
選択した操作履歴を一つずつ消去できます。Shift、もしくは Ctrlキーを押しながら、消去したい履歴をクリッ
クすると複数の履歴を選択消去できます。

Shiftキーで一連の履歴を消去 Ctrlキーで履歴をランダムに消去

閉じる
ダイアログを閉じます。
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■フィルタ

   

[閉じる ]
ボタン

[Apply]
ボタン

設置場所名
登録されているWDR-7から設置場所名を特定するか、[<すべて >]で全機種をログ表示するか指定できます。

機能
WDR-7が備える機能を特定するか、[<すべて >]で全機能をログ表示するか指定できます。

開始 /終了
日時によるログ表示の範囲を指定できます。

[Apply]ボタン
クリックすると、フィルタの条件に合わせてログ表示が整列されます。

[閉じる ]ボタン
画面を閉じます。

■ログ受信ダイアログ

ログ表示をするか、しないかを設定することができます。

設置場所名を [ログを受信する ]欄（左ボックス）、または [ログを受信しない ]欄（右ボッ
クス）に振り分けます。設置場所名の左右移動は画面中央にあるボタンで実行できます。

全ての設置場所名を右ボックスへ同時移動

全ての設置場所名を左ボックスへ同時移動

選択した設置場所名を右ボックスへ移動
設置場所名を選択してから実行してください

選択した設置場所名を左ボックスへ移動
設置場所名を選択してから実行してください

[閉じる ]
ボタン

[受信 ]
ボタン

[受信 ]ボタン
WDR-7と通信し、ログ表示を実行します。

[閉じる ]ボタン
画面を閉じます。
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■確認ダイアログ

WDR-7と通信する際に表示される確認メッセージのダイアログを表示するか、しない
かを設定できます。それぞれの確認メッセージのダイアログには [次回からこのメッ
セージを表示しない ]チェックボックスがあり、そこでチェックした場合でも、このメ
ニューから再表示するように切り替えることができます。

チェックすると、各設定ごと通信を
実行する時、確認メッセージのダイ
アログを表示します

■ツールバー

ツールバー（アイコン）を表示したり、非表示できます。

■分割

メインウィンドウ上で設置場所名を表示する左ペインと、設定タブが並ぶ右ペインの幅
を、マウスでドラッグして調整できます。

■ファイルメニュー

マルチスケールグラフ /イベントビューア
WDR-7で記録されたデータはマルチスケールグラフ、またはイベントビューアで参照できます。[ファイル ]
メニュー - [マルチスケールグラフ ]または [イベントビューア ]を選択すると、それぞれのアプリケーション
が起動します。

アプリケーションを終了する
WDR-7 for Windowsを終了します。
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マルチスケールグラフ

マルチスケールグラフは、異なったスケールのグラフチャンネルを同時に表示可能
なアプリケーションです。記録データの変化などのグラフ表示を行い、さらに印刷
やテキストファイル化など、読み込んだデータの解析を手助けします。

WDR-7 Web ビューアのグラフ表示は簡易的な物ですので、より詳細なデータ解析
を行いたい場合は、マルチスケールグラフを使用してください。

WDR-7は記録したデータを [.wdr ]という形式のファイルに保存します。このファ
イルはインターバル記録、イベント時刻記録（極性変化）の両データを含むことが
できます。インターバル記録されたデータはマルチスケールグラフで参照してくだ
さい。

- マルチスケールグラフでイベント時刻記録を含むファイルを開いた場合、ファイルを保存する際にイベント時刻記録のデータは削除
されますのでご注意ください。

-イベント時刻データは [イベントビューア ]（p.87-94）で参照してください。

■マルチスケールグラフを起動する

Windowsスタートメニューの [すべてのプログラム ]の中から、WDR-7 for Windows - 
マルチスケールグラフをクリックすると起動します。

または [WDR-7 for Windows]の [ファイル ]メニューから起動することもできます。



72

W
DR-7 for W

indow
s

マ
ル
チ
ス
ケ
ー
ル
グ
ラ
フ

■メイン画面の名称とはたらき

①グラフエリア
グラフが表示されます。横軸は時間、縦軸は各観測データを元にデータ変換式から算出したデータの単位です。

② A・Bカーソルバー
バーの左右にある矢印ボタンをクリックすると、A・Bカーソルが同時に移動します。バー上の Aボタンまた
は Bボタンをドラッグしながら左右に移動するとカーソルが移動します。

③ A・Bカーソルの位置情報
A・Bカーソル位置の日付と大まかな時間、Aカーソルと Bカーソルの時間差が表示されます。

④各チャンネルデータ一覧
グラフ画面下に 8チャンネルのデータ情報を表示します。
Ch. チャンネル No. CursorA カーソルＡのデータ Max. 計算対象範囲の最大値

Name データ名 CursorB カーソルＢのデータ Min. 計算対象範囲の最小値

Interval 記録間隔 Unit 単位 Avrg. 計算対象範囲の平均値

Sample データ数 Scale Conversion スケール変換の設定 Sum. 計算対象範囲の総和値

- Scale Conversionについては、スケール、単位の変換（p.81）、またはヘルプを参照してください。

⑤各チャンネル縦軸の表示／非表示
チェックをはずすとチャンネルの縦軸が非表示になります。

⑥各チャンネル縦軸（   ）
データが読み込まれたチャンネル毎に、縦軸のスケールが表示されます。[▲ ][▼ ]ボタンをクリックするとチャ
ンネル毎に縦軸が上下にスクロールします。

⑦メニューバー
コマンドが格納されているメニューが並んでいます。各メニューから各機能の設定または表示をする時に使

います。

⑧ツールバー（アイコン）
使用頻度の高いコマンドをボタン化しています。
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⑨横軸ゲージバーと移動ボタン
左右にある [ ]ボタンをクリックすると時間軸が移動します。ゲージをドラッグしながら左右移動すると
目標位置まで移動します。

⑩縦軸ゲージバーと移動ボタン
上下にある [ ]ボタンをクリックすると縦軸が移動します。ゲージをドラッグしながら上下移動すると目
標位置まで移動します。

⑪ <計算対象範囲 >ボタン
Max. Min. Avg.計算時間の設定画面が表示されます。（p.76を参照してください）

■マウスでグラフを拡大・縮小する

マウスの左クリックを押しながら、グラフエリアで拡大したい領域をドラッグして囲
むと、その領域を拡大表示できます。

グラフエリア内で右クリックすると、メニューが表示されます。[拡大を元に戻す ]ま
たは [拡大を少しずつ元に戻す ]を選択すると、元の状態に戻せます。

拡大
グラフエリア上で、拡大した
い領域をドラッグして囲む

縮小
グラフエリア上で右クリックして、表
示されたメニューから元の状態に戻す

[グラフ操作 ]メニューで縮小する
[グラフ操作 ]メニューからも同様に縮小動作ができます。
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■データ一覧表示：[表示 ]メニュー
グラフ表示されている測定データを一覧表で表示します。[表示 ]メニューの [データ
一覧表示 ]をクリックしてください。記録されているデータと、その日時を全ポイント
表示します。

[日時・経過 ]ボタン

記録した日時 経過時間

[日時 /経過 ]ボタン
記録した日時で表示するか、記録を開始してからの経過時間で表示するか、切り替えができます。

一覧表色分け表示
水　色：Max. Min. Avg. 計算範囲内にある日時
黒　　：Max. Min. Avg. 計算範囲外の日時
赤　　：最高値

青　　：最低値

ピンク：平均値
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■データ一覧表で最大値へ移動 /最小値へ移動する
一覧表の ch.データ上で右クリックすると、メニューがポップアップ表示されます。

[最大値へ移動 ]、[最小値へ移動 ]をクリックすると、最大値・最小値へ瞬時移動します。
スクロールバーで上下移動しながらグラフを確認することもできます。

 

スクロール

■指定 ch.グラフ表示 ON / OFF：[表示 ]メニュー
各チャンネルのグラフの表示 /非表示を切り替えます。

表示メニューから [指定 ch.グラフ表示 ON / OFF]にマウスを合わせると、チャンネル
No.が表示されます。非表示にするチャンネルのチェックをはずしてください。

グラフ表示中のチャンネルは
チェックマークがついています

ツールバーのアイコンからも表示 /非表示の切り替えができます。表示するチャンネル
No.のアイコンをクリックしてください。

クリックしたチャンネル№の
グラフが表示されます
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■Max. Min. Avg.計算時間設定：[ツール ]メニュー
最大、最小、平均値を求める範囲を指定します。指定しない場合は、グラフ全体の値を
計算し、各値を算出します。

1. [ツール ]メニューより [Max. Min. Avg.計算時間設定 ]を選択し、設定画面を開いてく
ださい。またはマルチスケールグラフメイン画面の右下にある <計算対象範囲 >ボタ
ンをクリックします。

2.  [新たに設定する計算範囲 ]欄に、ＡＢカーソルの日時が計算範囲の開始 /終了日時と
して、初期表示されます。

3. 入力後 [OK]ボタンをクリックすると、最大値、最低値、平均値の計算は、設定した計
算範囲内で行われます。

[OK]ボタン

[グラフ全体 ]
ボタン

新たに設定する計算範囲を入力

[グラフ全体 ]ボタン
クリックすると、グラフ全体の計算時間範囲が [新たに設定する計算時間範囲 ]欄に表示されます。
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■記録条件の編集：[ツール ]メニュー
チャンネル名を変更したり、記録開始時間を修正できます。ツールメニューより [記録
条件の編集 ]を選択し、編集画面を開いてください。

[OK]ボタン

[元に戻す ]
ボタン

編集項目欄

チャンネル No.を
クリック

1.  変更したいチャンネル No.をクリックすると、[編集項目 ]欄にチャンネルの名前・記
録開始日時が表示されます。

2. 名前と開始日時を入力して、[OK]ボタンをクリックしてください。名前は半角 32文
字（全角 16文字）まで入力できます。

3. [OK]ボタンをクリックするとグラフを再描画します。

 [OK]ボタンをクリックする前に、[元に戻す ]ボタンをクリックすると元の状態に戻せ
ます。

4. 続けて他のチャンネルの変更をする場合は 1.から手順を繰り返してください。
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■チャンネルデータの並び替え：[ツール ]メニュー
グラフ表示時のデータの並び順の変更ができます。ツールメニューより [チャンネル
データ並び替え ]を選択し、設定画面を開いてください。以下２通りの方法で並び替え
ができます。

チャンネルをドラッグして並び替える
　　 例：Ch.2を Ch.4の下へ移動する

移動したいチャンネル（Ch.2）を、マウスの左クリック
を押しながら、移動したいチャンネル№（Ch.4）の下ま
でドラッグ移動します。

 <閉じる >ボタンをクリックすると、グラフが再描画さ
れます。

チャンネル番号を指定して交換する
　　

例：Ch.2と Ch.4を交換する

選択 1と選択２に、それぞれチャンネル№を指定し
たら、[1, 2を交換 ]ボタンをクリックします。

[閉じる ]ボタンをクリックすると、グラフが再描画
されます。

■指定チャンネルデータ削除：[ツール ]メニュー
チャンネルを指定し削除できます。[ツール ]メニューより [指定チャンネルデータ削除 ]
を選択し、設定画面を開いてください。

1. 削除したいチャンネル No.にチェックします。

2.  [OK]ボタンをチェックするとグラフを再描画します。

[OK]ボタン

削除したいチャンネル№
にチェック
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■チャンネルデータ結合：[ツール ]メニュー
条件により、任意のチャンネルに他のチャンネルのデータを結合する事が出来ます。
[ツール ]メニューより [チャンネルデータ結合 ]を選択し、設定画面を開いてください。

[結合 ]
ボタン

結合したいチャンネルを指定

1. 左側のボックスに、結合したいチャンネル№を選択します（時間が古いデータを選択
してください）。

2. 右側のボックスのチャンネルを選択します。左側のボックスでチャンネルを選択した
時点で、結合可能なチャンネルが右側のボックスにリストアップされます。[ ]ボタ
ンをクリックして選ぶことができます。

3. [結合 ]ボタンをクリックすると、データが結合されます。

 　　

- 右のボックスで選択したチャンネルのデータは削除されません。[ツール ] メニューから [指定チャンネルデータ削除 ] を開き、必要に
応じて削除して下さい。
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■縦軸表示範囲を設定する：[ツール ]メニュー
各チャンネルの縦軸スケール幅を自動にするか、固定にするか設定します。グラフ縦
軸スケールの上端と下端の値を自動で適当な値にするか、または固定で、上端の値と
下端の値を設定します。[ツール ]メニュー→ [縦軸表示範囲設定 ]を選択し、設定画面
を開いてください。

[OK]ボタン全ての設定を Ch.1と同じに
する場合チェックする

1. 設定したいチャンネルの [固定 ]にチェックし、上下限値を入力します。

2.  全チャンネルを同じ設定にする場合、Ch.1を固定に設定して [全て CH.1と同じ設定
にする ]にチェックすると、全チャンネルが CH.1の設定値と同じ設定になります。

3. [OK]ボタンをクリックすると設定が完了します。

- 固定で設定した場合、折れ線がグラフよりはみ出すことがあります。下限値は -40,000以上、上限値は 40,000以下に設定してください。

-ここで設定された値は、ファイルを保存した場合にも有効になります。スケール設定を自動にしたい場合には各チャンネルごとに自
動ボタンをクリックして設定を行ってください。
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■スケール、単位の変換：[ツール ]メニュー
吸い上げたデータに対して、チャンネルごとにスケールと単位の変更ができます。電圧
の変換式を設定せず記録した場合や、スケール設定画面で設定した変換式を修正する場
合に使用します。

[ツール ]メニューから [スケール、単位の変換 ]を選択し、設定画面を開いてください。

[OK]ボタン
[全ての変更を元に戻す ]
ボタン

[2点で指定 ]タブ

[y=Ax+Bで指定 ]タブ

現在の変換式と
単位文字列が
表示されます

1.  [2点で指定 ]タブ、または [y=Ax+Bで指定 ]タブを指定し、設定します。

2. 変換式と単位を設定してから、<全ての変更を元に戻す >ボタンをクリックすると、
各設定値はこのダイアログを開いた直後の状態に戻ります。[OK]ボタンをクリックす
ると設定が完了します。

3. 設定後、スケール変換式は最新のいくつかがファイルに記憶されています。メイン画
面の [Scale Conversion]欄で、変換式の履歴が表示されるようになります。　
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■グラフの色と線幅を変更する：[ツール ]メニュー
グラフの背景、線などの色変更、また、線幅の変更ができます。ディスプレイ表示用と、
印刷用の設定ができます。[ツール ]メニューから [グラフ色の変更 ]を選択して、設定
画面を開いてください。

[初期値に戻す ]
ボタン

各変更
ボタン

[memo]
設定欄

線幅変更
ボタン

チャンネル
№を選択

イメージ
プレビュー

チャンネル No.を選択してから、変更設定をしてください。
イメージプレビュー
最新の設定状態を表示します。設定後のイメージ参考になります。

折れ線グラフの線幅変更：[▲▼ ] ボタン
折れ線グラフの線幅が変更できます。モノクロレーザープリンタ等で出力の際、線が細く見えにくい場合な

ど利用ください。

▼…線が細くなります。▲…線が太くなります。

[グラフ色変更 ] ボタン
折れ線グラフの線色を変更できます。Windows標準の色指定ダイアログが表示されます。基本色または色の
作成によって、お好きな色を選択してください。

[線種変更 ] ボタン
折れ線グラフの線種を実線、点線、破線、一点破線、二点破線の 5種類から選択できます。

（▲▼ボタンで線を太くしてある場合は実線になります）。

[背景色変更 ] ボタン
グラフの背景色を変更します。Windows標準の色指定ダイアログが表示されます。基本色または、色の作成
によって、お好きな色を選択してください。

[目盛り線色変更 ] ボタン
横軸、縦軸の目盛り線色を変更します。Windows標準の色指定ダイアログが表示されます。基本色または色
の作成によって、お好きな色を選択してください。

[ＡＢカーソル線色変更 ] ボタン
ＡＢカーソルの線の色を変更します。Windows標準の色指定ダイアログが表示されます。基本色または色の
作成によって、お好きな色を選択してください。

[スケール数字色変更 ] ボタン
スケールの色を変更します。Windows標準の色指定ダイアログが表示されます。基本色または色の作成によっ
て、お好きな色を選択してください。

[初期値に戻す ] ボタン
工場出荷時の状態に戻します。
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[memo]設定
設定した環境をディスプレイ用 /印刷用のそれぞれ 1パターンずつ保存できます。

1. [Display]または [Print]のどちらかにチェックします。

2. [Save]ボタンをクリックすると、設定が保存されます。
　  [Load]ボタンをクリックすると、保存したパターンを呼び出せます。
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■印刷と印刷プレビュー：[ファイル ]メニュー
グラフを印刷 /印刷プレビューする
[ファイル ]メニューから [印刷・プレビュー ]を選択すると、印刷時のイメージがプレビューされます。その
まま印刷を行う場合は、プレビュー画面内の [印刷 ]ボタンをクリックしてください。

[印刷 ]ボタン

データ一覧表を印刷 /印刷プレビューする

[印刷 ]ボタン [印刷 ]ボタン

1. データ一覧表画面の [印刷 ]ボタンをクリックするか、一覧表示の [日時 ]または [経過 ]
上で右クリックし、表示されたメニューから [印刷とプレビュー ]を選択すると、プレ
ビュー画面が表示されます。

2. そのまま印刷を行う場合は、プレビュー画面内の [印刷 ]ボタンをクリックしてくださ
い。 

 その他のボタンで、画面表示の切り替え、表示するページの変更、拡大・縮小などが
できます。
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■データを保存する：[ファイル ]メニュー
必要に応じてデータ保存をしてください。以下の３通りの保存方法から選択できます。

全データ上書き保存
グラフデータのファイル名、保存場所を変更せず、古いデータに上書き保存します。

全データ名前を付けて保存
変更前のデータは残したまま、編集後のデータを新規ファイルとして保存します。

表示範囲を保存
グラフに表示されている期間のデータを保存します。必要なデータのみが保存できます。

■データをテキスト形式で保存する：[ファイル ]メニュー
記録データを、他の表計算などのソフトウェアで読み込みができるテキストファイルを
作成し、保存できます。

1.  [ファイル ]メニューから [データをテキスト形式で保存 ]を選択します。

2. 保存するテキスト形式と保存する範囲をチェックし、[OK]ボタンをクリックします。

[OK]
ボタン

保存する範囲テキスト
区切り形式

3. 保存先を指定し、[保存 ]ボタンをクリックすると、テキストファイルが作成されます。
ファイルの拡張子は（ .txt ）になります。

-テキスト形式のカンマ、タブ、スペース、セミコロンの各コードは Excel、Lotusなどの表計算ソフトでテキストファイルを読み込む際、
セルの区切りとして使われるコードです。

- マルチスケールグラフでは、テキストファイルを読み込むことはできません。
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■保存ファイルを開く：[ファイル ]メニュー
マルチスケールグラフを起動してから、保存してあるファイルを開きます。

1. [ファイル ]メニューから [開く ]を選択します。

2. グラフ表示したいデータを選択し、[開く ]ボタンをクリックすると、グラフが表示さ
れます。

[開く ]
ボタン

ファイルを
選択
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イベントビューア

イベントビューアは、イベント記録データを表示するアプリケーションです。

条件に合わせて表示を切り替えたり、印刷ができます。テキストファイル化して、
市販の表計算ソフトで読み込む事もできます。

WDR-7のイベント記録データ表記について
イベントビューアでは極性の変化を以下のように表記しています。WDR-7のイベン
ト記録については [ ON / OFF信号入力の処理方法（p19～）]を参照してください。 

立ち上がりエッジ（↑）… 極性が ON（Low）→ OFF（High）に変化した場合

立ち下がりエッジ（↓）… 極性が OFF（High）→ ON（Low）に変化した場合

■イベントビューアを起動する

Windowsスタートメニューの [すべてのプログラム ]の中から、[WDR-7 for Windows]- 
[イベントビューア ]をクリックすると起動します。

または [WDR-7 for Windows]の [ファイル ]メニューから起動することもできます。
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■メイン画面の名称とはたらき

①データウインドウ

データ番号、チャンネル名、記録日時、立ち上がりエッジ（↑）/立ち下がりエッジ（↓）/両方が同時に起
きた時（↑↓）を表示します。WDR-7形式のデータは停電情報を含みます。停電が発生した場合は [停電 ]、
停電から復帰した場合は [復帰 ]と表示されます。

②メニューバー
コマンドが格納されているメニューが並んでいます。各メニューから各機能の設定または表示をする時に使

います。

③ツールバー（アイコン）
使用頻度の高いコマンドをボタン化しています。

⑤スクロールバー
上下のボタンをクリックするか、スクロールバーを上下移動して目標の位置まで移動できます。

（チャンネル数が多い場合は左右のスクロールバーも表示され、左右移動できます。）
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■表示形式を切り替える：[表示 ]メニューまたはツールバー
測定データの表示形式（記録日時 /時間差）を切り替えることができます。さらに昇降
順、エッジ方向別と、データ表示の切り替え方を選択することで、測定の目的に合わせ
たデータ表示、解析が容易になります。

[表示 ]メニュー - [表示形式切り替え ]を実行するか、ツールバーのアイコン [ ]よ
り切り替えることができます。

時間差で表示する
前回のイベント発生時刻との

時間差で表示します。

記録日時で表示する
イベント発生時刻で表示

します。



W
DR-7 for W

indow
s

イ
ベ
ン
ト
ビ
ュ
ー
ア

90

■その他の表示切り替え：[表示 ]メニューまたはツールバー
[表示形式切り替え ]（前ページ参照）に合わせて、昇降順、エッジ方向別と、データの
表示方法を選択できます。[表示 ]メニュー、またはツールバーのアイコンより実行で
きます。

昇順表示  
時刻の古いデータから新しいデータへ切り替え表示します。

降順表示  
時刻の新しいデータから古いデータへ切り替え表示します。

立ち上がりエッジを表示  
立ち上がりエッジのデータだけを表示します。但し、立ち上がり、立ち下がりが同時に発生したデータも含

みます。

立ち下がりエッジを表示  
立ち下がりエッジのデータだけを表示します。但し、立ち上がり、立ち下がりが同時に発生したデータも含

みます。

両エッジを表示  
立ち上がり、立ち下がり、どちらかのエッジのデータを表示しているとき、全データ（両エッジのデータ）

を表示するようにします。

■ファイルの情報：[表示 ]メニュー

ツールバーのアイコンより、現在一覧表示しているデータのファイル情報を表示
します。

  

ファイル名 現在一覧表示しているデータのファイル名

パス ファイルのフルパス名

作成日時 データファイルの作成された日時

CH.情報 存在するチャンネル No、記録方法、データ数
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■複数のデータを開く：[ウインドウ ]メニュー
複数のデータを画面上で開くことができます。また、画面上でデータを整然と表示でき
るので、データの比較などを行う時に便利です。

新しいウィンドウを開く
作業中のウインドウと同じ内容の新しいウインドウを開きます。１つのファイルの異なる部分を同時に表示

したい時に使います。

重ねて表示
現在開いている全てのファイルのウインドウを重ねて表示します。

並べて表示
現在開いているファイルのウインドウを、上下に並べて表示します。

重ねて表示 並べて表示

アイコンの整列
開いている複数のデータウインドウを最小化（アイコン化）している時、アイコンを左下に整列させます。
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■複数のデータを 1つの一覧表にまとめる
コピーして貼り付けることによって、複数のデータを一つにまとめることができます。
データの追加は最高 64チャンネル分までできます。

まず、一つにまとめたいデータファイルを画面上に全て開いてください。

1. データ上（コピー元）で右クリックし、表示されたメニューから [コピー ]をクリック
します。

2. 貼り付けたい一覧表（コピー先）の空きチャンネル上で右クリックし、[貼り付け ]を
クリックすると、データが追加されます。

-データは必要に応じて保存してください。保存方法は p.94を参照してくください。
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■印刷プレビューと印刷：[ファイル ]メニュー
現在表示されているチャンネルの中から、印刷したいチャンネルを選択し（最大４チャ
ンネル）、印刷プレビューを表示したり、印刷できます。[ファイル ]メニューより、[印
刷プレビューと印刷 ]を選択してください。

[OK]
ボタン

1. [印刷するCHの選択 ]ウインドウが表示されたら、印刷したいチャンネルNo.を選択し、
[OK]ボタンをクリックすると、プレビュー画面が表示されます。

[印刷 ]ボタン

2.  [印刷 ]ボタンをクリックすると印刷を開始します。
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■名前をつけて保存する：[ファイル ]メニュー

1. [ファイル ]メニューより [名前を付けて保存 ]をクリックします。

2. 保存する場所を指定し、ファイル名を入力します。
3. [保存 ]ボタンをクリックすると、保存が完了します。

■テキスト形式で保存する：[ファイル ]メニュー
記録データを、他の表計算などのソフトウェアで読み込みができるテキストファイルを
作成し、保存できます。 [ファイル ]メニューの [データをテキスト形式で保存 ]を選択し、
設定画面を開いてください。

[OK]ボタン

[ファイル指定 ]
ボタン

テキスト区切り形式
を選択

1. テキスト区切り形式を選択し、[ファイル指定 ]ボタンをクリックします。

2. 保存する場所を指定し、ファイル名を入力します。
3.  [保存 ]ボタンをクリックすると、テキスト形式で保存設定画面に戻ります。

4.  [OK]ボタンをクリックすると、保存が完了します。

-テキスト形式のカンマ、タブ、スペース、セミコロンの各コードは Excel、Lotusなどの表計算ソフトでテキストファイルを読み込む際、
セルの区切りとして使われるコードです。

- イベントビューアでは、テキストファイルを読み込むことはできません。

■保存データを開く：[ファイル ]メニューまたはツールバー

1. イベントビューアを開きます。
2.  [ファイル ]メニューより [ファイルを開く ]を選択し、データを保存した場所から、ファ
イルを指定します。

3.  [開く ]ボタンをクリックします。
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WDR-7 Webビューアの操作方法

Webブラウザ（Internet Explorer Ver.6以降）から設置場所にアクセスし、データ
を参照することができます。

ブラウザ表示には Java実行環境（JRE=Java Runtime Environment）がインストー
ルされていて、動作するように設定されている必要があります。

- Javaランタイム環境（JRE:Java Runtime Environment）がインストールされていない場合は、サンマイクロシステムズ株式会社のウェ
ブサイトト [http://www.java.com/ja/] より [Java ソフトウェア ] をダウンロードして、インストールしてください。

- 電話回線による接続の場合、ブラウザへの表示がかなり遅くなる場合があります。また、回線状況によっては失敗する場合があります。

■WDR-7 Webビューアを開く

1.  Internet Explorerを起動します。
-インターネットへ接続して使用する場合は、ルーターとパソコンの電源を入れ、インターネットにつながっている状態にしておいてく
ださい。

- Cookie（クッキー）が使えるようにブラウザの設定をしておいてください。
- Javaアプレットと Javaスクリプトが使えるように設定をしておいてください。

2.  アドレス欄にネットワーク設定ユーティリティで設定した IPアドレス、またはドメイ
ン名を入力してください。

アドレスを
入力する

3.  Enterキーを押すと、WDR-7 Webビューアが表示されます。

ページが表示されない場合

-入力したアドレスが正しいか確認してください。
- 設定した IPアドレス・サブネットマスクが正しいか確認し、もう一度 [ネットワーク初期設定 ]
を行ってください。（p.32-33を参照してください）

- WDR-7 for Windowsの [ブラウザ設定 ]で、[ブラウザからのアクセスを許可する ]にチェッ
クしてあるか、確認してください。（p.54を参照してください）

- Java実行環境の設定を確認してください。
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■WDR-7 Webビューアのメイン画面とメニュー
WDR-7 Webビューアを開くと、現在値モニタ画面が表示されます。メニューボタンか
ら参照したい画面を開いてください。

メニュー

現在値モニタ
WDR-7 for Windowsの [設置場所のプロパティ ]で設定した間隔毎に収集している最新の測定値を表示します。
<最新の値を取得 >ボタンをクリックすると、WDR-7と通信し現在値を表示します。Webビューアを開くと、
現在値モニタ画面がトップで表示されます。

グラフ（イベントリスト）
WDR-7がWDR-7 for Windowsの [設置場所のプロパティ ]で設定した間隔毎に収集している測定値の推移を
グラフに表示します。また、イベント時刻記録（極性変化）しているチャンネルを選択すると、時刻と極性

を表すリストを一覧表示します。

データリスト
グラフに表示するデータをリスト形式で表示します。

設定値参照
記録状態や記録間隔、設定されている信号の種別、警報の上限値、下限値などの状態を表示します。
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■現在値モニター

Webビューアを開くと、現在値モニター画面がトップページとなります。
設置場所（WDR-7）の 8チャンネル分の現在値が表示されます。

 

[最新の値を取得 ]
ボタン

[更新間隔変更 ]欄

[最新の値を取得 ]ボタン
WDR-7と通信して、最新の測定値を取得しブラウザに表示します。ボタンを押してから、WDR-7との通信
に時間がかかります。

[更新間隔変更 ]欄
WDR-7と通信して、最新の測定値を取得して更新する間隔です（デフォルトは 600秒）。次の更新時まで、
前回取得した値が表示されます。間隔を変更したい場合は秒単位で指定し <間隔変更 >ボタンをクリックし
てください。

- [ブラウザ設定 ]ダイアログ（p.53-54参照）で行った "ブラウザ用データ更新間隔 "は、ブラウザ表示用データを作成する間隔です。

[警報情報 ]
警報が発生している場合は、現在値モニタに警報情報として、[状況 ]、[発生時値 ]、[発生時刻 ]が表示されます。
[状況 ]欄は赤色で示されます。

  

- [ブラウザ設定 ]ダイアログ（p.53-54参照）で、パルスの現在値計算時間
を指定してください。総パルス数を取得する内部プログラムが動作するタ

イミングに、データ吸い上げなど他のプログラムが動作している場合、1
分毎の値を取得できないこともありますので、パルス数の現在値はあくま

で参考程度でお考えください。

-詳細はWDR-7 for Windowsのヘルプ [ブラウザ設定 ]ダイアログの項を
参照してください。
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■グラフ

WDR-7が測定したデータは、ソフトウェアの [ブラウザ設定 ]で行った間隔でブラウ
ザ用グラフデータを作成し、ブラウザ上に更新します。チャンネルごとに表示しますの
で、画面上でチャンネルを選択してください。

また、イベント時刻記録（極性変化）している ON / OFF信号入力チャンネルを選択す
ると、時刻と極性を表すイベントリストを表示します。

グラフ表示例 イベントリスト表示例

チャンネルを
選択

-複数チャンネルのグラフ表示はできません。

-グラフやイベントリストに表示するデータ数はWDR-7 for Windowsの [ブラウザ設定 ]（p.53-54参照）で設定できます。

■データリスト

グラフに表示するデータをリスト形式で表示します。全チャンネルを表示しますが、イ
ベント時刻記録（極性変化）している ON / OFF信号入力チャンネルは表示されません。
リスト上のデータはスケール変換後の値になります。



99

■設定値参照

WDR-7が記録中か記録停止中かどうか、記録間隔、各チャンネルごとの信号種別、警
報上限値、下限値など、WDR-7の設定値をブラウザ上で確認できます。

-設定値の変更はブラウザ上では行えません。
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モバイルビューア

携帯電話のブラウザからも、設置場所 (WDR-7)の現在値を表示できます。

・携帯電話から現在値モニターを見る場合、WDR-7がインターネットに公開されている必要
があります。接続イメージ（p.21-22)を参照してください。
・現在値は自動的には更新されません。携帯電話のブラウザの更新機能を使用して更新してく  
ださい。
・ auの携帯電話をご使用の場合は、ブラウザのバージョンなどにより閲覧できない場合があ
ります。この場合は PCサイトビューワにてモバイルサイト用 URLを直接参照すると閲覧で
きる場合があります。
・SoftBankの携帯電話は、ポート番号 80以外からのアクセスが禁止されています。
・回線状況によっては通信に時間がかかったり、失敗する場合があります。また表示に時間が
かかる場合があります。

1. アドレス入力画面を開き、表示したいWDR-7の URLを入力し、実行します。

2. ご覧になる携帯キャリアを選択します。
EZweb （WAP2.0）と EZweb（WAP1.0）のどちらかわからない場合は、i-modeを選択してください。

   

3. 現在値が表示されます。
   

-上記の表示例はイメージです。実際とは異なります。

注意：携帯電話によってはキャリアの選択画面が表示されない場合があります。その 場 
合は下記のアドレスを直接入力してください。
http : // (WDR-7の公開アドレス ) / B / web / i mode.html
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パソコン側のネットワーク設定の確認と変更方法

ネットワーク環境によっては、パソコン側の IPアドレス、サブネットマスクなど
のネットワーク設定を変更しないと検出できない場合があります。

下記の手順で、パソコン側のネットワーク設定の確認・変更を行ってください。

■ LAN接続の場合

1. Windows®のコントロールパネルより [ネットワーク接続 ]を開きます。

2. 使用しているネットワークアダプタを選択し、マウスの右ボタンをクリックし、プロ
パティを開きます。

3. [全般 ]タブ内の [この接続は次の項目を使用します ]欄より、[インターネットプロト
コル（TCP / IP）]を選択し [プロパティ ]ボタンをクリックします。

 

インターネットプロトコル
（TCP / IP)にチェック [プロパティ ]

ボタン

4.  [インターネットプロトコル（TCP / IP）]画面の、[次の IPアドレスを使う ]欄に表示
されている IPアドレスとサブネットマスクが合っているか確認します。

　　

IPアドレスと
サブネットマスクを
確認する
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5. 現在設定されている IPアドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイ、優先
DNSサーバー、代替 DNSサーバーの設定値を後ほど元に戻すために、全て控えてお

いてください。

6. IPアドレスを [192. 168. 1. 1]に、サブネットマスクを [255. 255. 255. 0]と入力します。

            

数値を入力する
IPアドレス =192.168. 1. 1
サブネットマスク 255. 255. 255. 0

7.  入力後、[OK]ボタンをクリックします。

8.  3.で表示したプロパティ画面の [OK]ボタンをクリックして閉じます。

9. 再度 [ネットワーク設定ユーティリティ ]で検索を行い、ネットワークに接続されてい
るWDR-7の IPアドレスが表示されているか確認します。

10. 正常に表示されたら、ネットワークの初期設定を行ってください。
11. ネットワークの初期設定終了したら、1.～ 4.の手順で再度 [インターネットプロト 

コル（TCP / IP）]を開き、控えておいた IPアドレス、サブネットマスク、デフォルトゲー
トウェイ、優先 DNSサーバー、代替 DNSサーバーの設定値に戻し、[OK]ボタンを
クリックします。

12. ブラウザを起動して設定ユーティリティで設定したアドレス（URL）を入力し、正常
に表示できるかご確認ください。

-企業ネットワーク等特殊な環境下であるなど、上記手順を行っても正常に表示できない場合は、ネットワークを管理している管理者
へご相談ください。
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再インストール

WDR-7 for Windowsの再インストールおよびバージョンアップする場合は、アン
インストールを行ってからインストールしてください。また、アンインストールす
る際はWDR-7 for Windowsのアプリケーションを終了してから行ってください。

- 付属ソフトウェアWDR-7 for Windowsをインストールするパソコンでは、アドミニストレータ（パソコンの管理者）の権限が必要です。
- アンインストールを行っても、前回保存したデータファイルはそのままフォルダに残ります。
　

1. Windows®のコントロールパネルの [プログラムの追加と削除 ]アイコンをクリックし
ます。

2. 現在インストールされているプログラムの中からWDR-7 for Windowsを選択し、<削
除 >ボタンをクリックすると、確認メッセージが表示されます。

3. よろしければ <はい >ボタンをクリックすると、アンインストールが実行されます。

4. アンインストールが終了したら、インストールの手順に従い、再インストールを行っ
てください。

■付属ソフトウェア CD-ROMからアンインストールする

1. 付属ソフトウェア CD-ROMをセットし、インストールメニューより [ WDR-7 for 
Windowsのインストール（アンインストール）]を選択し、実行ボタンをクリックし

てください。

2. [ WDR-7 - InstallShield wizard]より [削除 ]にチェックをし、[次へ ]ボタンをクリック
してください。メッセージにしたがって、アンインストールを行ってください

[実行 ]
ボタン

[削除 ]

3. アンインストールが完了したら、インストールを実行してください。
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WDR-7のリセット（再設定）

設定した IPアドレス、ユーザー ID、パスワードなどを忘れてしまった場合は、
WDR-7を工場出荷時の状態に戻し、再設定を行う必要があります。

1. WDR-7から ACアダプタを外してください。

2. WDR-7本体側面にある <RESET>ボタンに、細長いピンなどを差し込んで押してくだ
さい。

3. ピンを差し込んだまま、WDR-7を ACアダプタで電源に接続してください。

4. WDR-7本体正面の <電源モニタ LED>（POWER）が、ゆっくりと点滅を開始したら、
ピンを抜いてください。

5. 30秒ほど経過すると、<電源モニタ LED>（POWER）が再び点滅を始めます。
 点滅から点灯に変わったら、リセット完了の合図です。

LEDの変化
　ゆっくり点滅
　　↓
　点滅
　　↓
　点灯

電源
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困ったときは

■ネットワーク設定ユーティリティ
Q.1 [Windowsセキュリティの重要な警告 ]というメッセージが表示されたのですが…

A Windows XP SP3以降の OSをお使いの場合、以下のような警告メッセージが表示される場合があります。特に問題
はありませんので、[ブロックを解除する ]をクリックしてください。

Q.2 プロキシサーバ経由で [ネットワーク設定ユーティリティ ]は使えますか？

A プロキシサーバ経由では通信ができません。Webビューアは通信ができます。

Q.3 ネットワーク初期設定で検索ができないのですが…

A 以下の原因が考えられます。

●WDR-7に ACアダプタから電源が供給されていない
●WDR-7がお使いのパソコンと同一のネットワーク上にない
●別のパソコンで [ネットワーク設定ユーティリティ ]を同時に使用している
●未設定の無線 LANカードが挿入されている

Q.4 ネットワーク初期設定で設定ができないのですが…

A 以下の原因が考えられます。

●ログイン IDやパスワードが間違っている
●同じ IPアドレスのWDR-7が同一のネットワーク上に存在する

Q.5 [通信エラー（コネクションエラー）]が表示されます

A ネットワークがつながっていない可能性があります。以下の原因が考えられます。

● IPアドレスまたはドメイン、ログイン ID、パスワード、ポート番号のいずれかが間違っている
●実際にネットワークがつながっていない（LANケーブルの切断、ハブの故障、ルータの設定ミス、故障など）
● [メニュー ]より [通信時間設定 ]で通信時間を遅くしてみる

Q.6 その他の通信エラーで通信ができないのですが…

A 以下の原因が考えられます。

● IPブロックが ONになっていて、特定のパソコンからしか通信できない
●何回かリトライし、それでもエラーの場合はWDR-7の電源を OFFにし、再起動する。
●警報メールやテストメールの送信処理中。送信エラーのときは処理に時間がかかるので１分ほど待って

    リトライしてみる。

Q.7 無線 LANと有線 LANはどちらが優先されますか？

A 無線 LANカードが挿入されている場合無線 LANが優先されます。このため無線 LANの設定を間違えている場合はた
とえ有線 LANが接続されていても、有線 LAN経由の通信は行わず、通信ができません。

Q.8 パスワードを忘れてしまいました

A 工場出荷時の設定に戻して、再設定を行ってください。

Q.9 IPアドレスの履歴や設定の履歴を見られないようにできますか？

A [メニュー ]より [ログイン履歴 ]を [無効 ]にすると、履歴が表示されなくなります。
また、[ログイン履歴のクリア ]を行うと、履歴を消去することができます。
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■WDR-7 Webビューア
Q.1 メールの送信ができないのですが…

A 警報メールの送信テストは、実際にメールを受信できるかどうかだけです。メールの送信ができない場合、以下の問

題が考えられます。

●ネットワーク詳細設定でゲートウェイアドレスの設定を行っていない

●ネットワーク詳細設定で DNSの設定を行っていない
●ネットワーク詳細設定で SMTPサーバの設定を行っていない
● ESS-IDの大文字と小文字を間違えている
● SMTPサーバーの POP before SMTP認証が必要なのに、ネットワーク詳細設定で POP before SMTPの
　設定を行っていない。

●送信元アドレスを SMTPサーバが認めていない（プロバイダの変更が必要）

Q.2 無線 LANに接続できません。何か無線 LANの状態を確認する方法はありますか？

A 残念ながら確認方法はありませんが、以下を確認してみてください。

● ESS-IDやWEPキーコードが間違っている
●弊社が推奨している以外の無線 LANカードを使っている

Q.3 別の無線 LANカードを試したら通信できなくなりましたが、どうしてですか？

A 全く同じ設定でも別の無線 LANカードに差し替えて、WDR-7を再起動すると通信ができなくなります。
これは、パソコン内の ARPテーブルが以前の無線 LANカードのMACアドレスを持ってしまっているからです。ARP
テーブルを手動で消去するか、パソコンを再起動すれば、新しい無線 LANカードで通信ができるようになります。

Q.4 システムの再起動を行ったら、記録データはどうなってしまうの？

A システムの再起動を行っても記録データは消去されずに保存されています。

記録中の場合は、記録は中断しますが、再起動後に記録動作を続けます。

Q.5 パスワードを忘れてしまいました

A 工場出荷時の設定に戻して、再設定を行ってください。
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よくある質問（Q＆ A）

■WDR-7に関する Q&A
Q.1 WDR-7は ACアダプタを使うようになっていますが、停電時はどうなるのですか？

A 停電するとWEBサーバ機能部分が動作しないため LANによる通信はできません。
また、停電中は測定および記録動作は停止し、停電が解除されると測定および記録動作を続けます。

※ [WEBサーバ ]とは、[WEBサーバ機能に関する Q＆ A]を参照してください。

Q.2 付属の LANケーブルでパソコンに直接つなぐことはできますか？

A パソコンとWDR-7を直接つなぐ場合は、クロス LANケーブルを使用します。
付属の LANケーブルはストレート LANケーブルで、このケーブルではパソコンとWDR-7を直接つなぐことがで
きません。

最寄のパソコン用品を扱うお店でクロス LANケーブルをお買い求めください。

Q.3 WDR-7は時計（カレンダー）を持っていますか？

A WDR-7には内蔵時計（カレンダー）を搭載しています。
内蔵時計の日時が正確でないと吸い上げた記録データの記録日時等すべての日時が違ってしまいます。ご使用前に

正しいか確認してください。

Q.4 WDR-7を同じルーター内で使用する場合、何で識別するのですか？

A 同じルーター下でWDR-7を接続する場合、個々にプライベート IPアドレスを設定し、インターネット側からはポー
ト番号で認識します。

Q.5 ポート番号はどこに設定するのですか ?

A ポート番号はWDR-7の [ネットワーク設定ユーティリティ ]より行います。
標準では HTTP通信が 80番ですが、インターネット公開などでルーター側の設定に合わせる際にはWDR-7とルー
ターの双方を設定し直す必要があります。

Q.6 LANに接続しているパソコンの LANケーブルをWDR-7に接続すれば、LANに接続できますか？

A すでにパソコンなどに接続されている LANケーブルを挿しかえることで物理的にネットワーク接続は確立できて
も、IPアドレスなどの諸設定が行われていない限りWDR-7をネットワークに接続（参加）することはできません。
LANケーブルを挿した後は、[ネットワーク設定ユーティリティ ]より IPアドレスやサブネットマスクの設定を行っ
てください。

Q.7 無線 LANに接続しているパソコンの無線 LANカードを本体に挿し直せば、無線 LANに接続さ
れますか？

A すでにパソコンなどに接続されている無線 LANカードを挿しかえることで物理的にネットワーク接続は確立でき
ても、IPアドレスなどの諸設定が行われていない限りWDR-7はネットワークに接続（参加）することはできません。
無線 LANカードを挿した後は、[ネットワーク設定ユーティリティ ]より IPアドレスやサブネットマスクの設定を
行ってください。

Q.8 無線 LANを利用したいのですがどの商品を選べばよいのですか ?

A 無線 LAN CFカードに関しては弊社が動作確認をしているタイプをご使用ください。
使用可能な無線 LANカードについては、弊社ホームページにて随時最新の情報を提供しております。

Q.9 有線 LANと無線 LANのどちらが有効になるのですか ?

A 無線 LANに正しい値が設定されていれば、無線 LANが有効になります。

Q.10 メールを発信できるようにするのはどうすればいいのですか ?

A メールを利用する場合は、SMTPサーバが必要です。
インターネットに接続している場合は、加入されているプロバイダのメールサーバを利用するか、メールサーバの

サービスを利用する手段があります。また、社内 LANにメールサーバがある場合は、その社内 LANのメールサー
バを指定する事でメール送信ができる場合もありますので、一度ネットワーク管理者の方へご相談ください。
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■WEBサーバ機能に関する Q&A

Q.1 WDR-7はサーバですか？

A WDR-7はWEBサーバ機能を搭載してます。この機能によって測定値の現在値表示やグラフ、データを提供します。

Q.2 WEBサーバとは何ですか？　クライアントとは何ですか？

A コンピュータネットワークの中で複数のユーザにサービスを提供するために用意されているコンピュータをサーバと

呼び、サーバにサービスの提供を要求するコンピュータをクライアントと呼びます。

ほとんどの通信サービスはサーバとクライアントのやり取りという形で成立しています。

WDR-7の場合、WDR-7は機能と情報を提供するためのサーバとなり、パソコンはこれらの機能や情報を閲覧し、利
用するクライアントとなります。

例えば、ホームページを蓄積して公開するのが [Webサーバ ]、電子メールを送受信する役割をもっているのが [メー
ルサーバ ]です。

■WEBサイト閲覧に関する Q&A

Q.1 WDR-7はネットワークに接続しなくても使用できますか？

A WDR-7はネットワークに接続しないと記録設定、記録データの吸い上げ、現在値表示等、各種設定が全てできません。

■ネットワークに関する Q&A
Q.1 ネットワークとは何ですが？

A ケーブル（銅線や、光ファイバーなど）や赤外線、電波など、なんらかの手段で複数のコンピュータを回線でつなぎ

合わせて、お互いに持っている情報をやり取りする仕組みのことです。

コンピュータネットワークには大きく分けて次の 2種類があります。
LAN（= Local Area Network :ラン）
限られた範囲の中だけでコンピュータ同士を結んでいるコンピュータネットワークのことを指します。 
WAN（= Wide Area Network :ワン）
LANに対して、長距離回線で遠くのコンピュータと結んだネットワークのことを指します。インターネットは複数の
ネットワークを結んだWANの一種といえます。 

Q.2 IPアドレスとは何ですか？

A ネットワーク内で自分のパソコンを識別するためにパソコンに番号を振る必要があり、この番号を IPアドレスといいます。
インターネットなどの外部に接続する場合に用いられる IPアドレスを "グローバル IPアドレス "、ローカルエリアネッ
トワーク内で使用する IPアドレスを "プライベート IPアドレス "と呼ばれています。
IPアドレスは、"192. 168. 15. 10 "のように 4つのブロックをピリオド ( . )で区切られています。割り振れるのは 0～
255までの数字で、プライベート IPアドレスの "192. 168. "で始まるアドレスなどが良く知られています。
※ただし、255は一般的には使われません。ネットワークに参加するには必ず必要となる番号ですので、お客様の環境に合った IPアドレスを設定
　する必要があります。

Q.3 サブネットマスクとは何ですか？

A IPアドレスには、コンピュータが所属するネットワークのアドレス (ネットワークアドレス )と、ネットワーク内で
のコンピュータ自身のアドレス (ホストアドレス )から構成されています。その境目はサブネットマスクの値で決まり
ます。

サブネットマスクも IPアドレスと同じように " 255. 255. 255. 0 "のように 4つのブロックをピリオド ( . )で区切られ
ています。ネットワークに参加するには必ず必要となる番号ですので、お客様の環境に合ったサブネットマスクを設

定する必要があります。



109

Q.4 どのように IPアドレス／サブネットマスクを設定すれば良いのですか？

A IPアドレスとサブネットマスクの数値の設定は、お客様がご使用になられるネットワーク環境（構成）によって異な
りますので、社内 LANのネットワーク管理者の方へご相談されることをおすすめしますが、社内 LANを例としての
設定を簡単に説明します。

社内 LANに接続されているパソコンのサブネットマスクが " 255. 255. 255. 0 "、IPアドレスが " 192. 168. 100. 1 "の
場合、サブネットマスクはパソコンと同じ " 255. 255. 255. 0 "と設定します。
IPアドレスは 192. 168. 100. ***と設定します。***の部分は社内 LANに接続されている他のパソコンの IPアドレスと
重複しないように 1～ 254まで IPアドレスを割り当てることができます。

Q.5 MACアドレスとは何ですか？

A MACアドレスとは、ネットワーク通信を行う部分（パソコン、サーバ、ルータ等）には個別にアルファベットと数
字で組み合わされた固有の番号が設定されています。このMACアドレスはハードウェアに対して割り振られており、
重複することが無い世界に 1つしかない番号となります。
携帯電話に例えると、電話番号のように変更できない、電話機本体固有のシリアルナンバーのようなものであると言

えるでしょう。

WDR-7では、本体背面のシールに記載されています。

Q.6 ポート番号とは何ですか？

A LANケーブルや電話回線を使用して通信を行う TCP / IP通信では、複数のアプリケーションをポート番号で識別して
います。

ポート番号は 0～ 65535番まであります。このうち 0～ 1023番までは、あらかじめ通信サービスごとに予約されて
いる番号で、その番号を [ウェルノウンポート番号 ]といいます。
[ウェルノウンポート番号 ]には、HTTP通信：80番、FTP通信：20番・21番、SMTP通信（メール送信）：25番、
POP3通信（メール受信）：110番などがあります。
正しく通信を行うためには、このポート番号を正しく設定しなくてはなりません。

Q.7 ゲートウェイとは何ですか？

A 規格の異なるネットワークどうしをつなぐ役割を持った機器やソフトウェアをゲートウェイといいます。

例えば、携帯電話をインターネットに接続するときなど、全く異なる機器どうしをつなぐときに利用されます。ゲー

トウェイには出入り口という意味があり、ルーターをこのように呼ぶこともあります。

ゲートウェイの設定を行う際は、ゲートウェイの役目を果たす機器の IPアドレスを設定する必要があります。

Q.8 URLとは何ですか？

A URLとは、DNSという機能により IPアドレスがどこのサーバであるか把握しやすい形式にしたアドレスです。
このアドレスは "http://"から始まり、ドメイン、情報の種類やサーバ名、ポート番号、フォルダ名、ファイル名など
で構成されます。

http://www.tandd.co.jp/product/wdr7/index.php
スキーマ ドメイン名 フォルダ名 ファイル名

例えば、"www.tandd.co.jp"に対応付けられている IPアドレスが "61.197.203.107"のときは、ブラウザの URL入
力欄に [http://61.197.203.107/product/wdr7/index.php]と入力すると、[http://www.tandd.co.jp/product/wdr7/index.
php]と同じページが表示されます。
※ DNSとはドメインネームサーバと呼び、"61.197.203.107"のような数値だけでは何のサーバか把握しずらい IPア
ドレスを "www.tandd.co.jp"のような把握しやすい名前に変換し、目的のサーバへアクセスする役目を果たしていま
す。
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■インターネットに関する Q&A
Q.1 固定 IPアドレスとは何ですか？

A 通常インターネット接続する際、加入しているプロバイダより接続するたびにまたは一定時間経過するごとに異なる

IPアドレスを自動で割り振られています。
この方式では常に IPアドレスが変化するため、使用しているパソコンが不正アクセスを受けにくいようになっていま
す。逆に、サーバとしてパソコンやWDR-7を利用する場合、アクセスする度に異なる IPアドレスを URLに入力しな
くてはならなくなります。これではアクセスする度に現在の IPアドレスを把握する必要があるため、利便性に欠けて
しまいます。

そこで、各プロバイダでは固定 IPアドレスサービスというサービスがあります。
固定 IPアドレスサービスでは、常に特定の IPアドレス (1個 )が割り当てられるようになります。
プロバイダによっては加入と同時に固定 IPアドレスを割り振られる場合がありますが、ほとんどは新たに固定 IPア
ドレスのサービスを申し込まなくてはなりません。

Q.2 固定 IPアドレスはどのように取得するのですか？

A 固定 IPアドレスはご加入のプロバイダ（一部回線業者）が提供するサービスです。
固定 IPアドレスの取得方法や IPアドレスの値等につきましては、ご加入頂いてるプロバイダへお問い合わせください。

Q.3 固定 IPアドレスはどのような設定をするのですか？

A WDR-7をインターネットで公開する場合、固定 IPアドレスはWDR-7本体ではなくルーターへ設定します。また、
本機のみでは直接インターネット回線へ接続することは一部の専用回線を除いて不可であるため、一般的な ADSLや
FTTH回線の場合、本機と ADSL（FTTH）モデムとの間にルーターを介する必要があります。
ルーターを設置した場合、ルーターに対してインターネット固定 IPアドレスを割当て、外部よりルーター経由で
WDR-7へアクセスするようになります。この場合、ルーターはインターネット用の外部 IPアドレスと、社内（家庭内）
LAN用の内部 IPアドレスの二つを持つことになります。

Q.4 固定 IPを使わずに URLを使いたいのですがどうすれば良いのですか？

A 固定 IPアドレスを使わずにWDR-7に URLでアクセスする場合、ダイナミック DNSという方法があります。
DNSとは、ドメインネームサーバと呼び、"61.197.203.107"のような数値だけでは何のサーバか把握しずらい IPア
ドレスを " www.tandd.co.jp "のような把握しやすい名前に変換し、目的のサーバへアクセスする役目を果たしてい
ます。

この DNSというのは、名前から変換される IPアドレスは常に固定 IPアドレスとなっています。
しかし、何らかの理由で固定 IPアドレスを使用できない場合やセキュリティ上 IPアドレスを固定にしたくないとい
う場合に常に変動する IPアドレスに対応できるようにしたのがダイナミック DNSです。
例えば、当初の IPアドレスが " 210. 0. 0. 1 "であり、この IPアドレスに対する URLが " http://www.wdr7.com "
であったとします。

この " 210. 0 .0. 1 "という IPアドレスは、プロバイダが定期的に割り当てている変動する IPアドレスです。このプ
ロバイダより割り振られた IPアドレスは時間経過で定期的に更新され、しばらくした後に " 210. 0. 0. 2 "という IP
アドレスに変更されてしまいました。

通常の DNSではこの時点で目的とするサーバへアクセスすることが不能となってしまいますが、ダイナミック DNS
は変更された後の IPアドレスを追跡し、常に同じ URLで目的のサーバにアクセスすることが可能となります。
ダイナミック DNSは、プロバイダにより色々なタイプがありますので、ご加入されているプロバイダへお問い合わせ
ください。

Q.5 固定 IPアドレスを取得（使用）せずに警報メール機能を使う場合は？

A 固定 IPアドレスを取得（使用）しなくても、ダイナミック DNSなどの方法でインターネット接続できれば、必ず固
定 IPアドレスを取得（使用）していなくてもメール送信は理論上行うことはできますが、これはお客様が加入されて
いるプロバイダや社内のメールサーバに対して正常にデータを送信できることが前提です。

基本的にはインターネット接続や社内メールサーバへアクセスできる環境であればメール送信は可能です。

Q.6 固定 IPアドレスも URLも使用せずにインターネットへ接続できますか？

A 固定 IPアドレスも URLも使用せずにインターネットに接続することは可能ですが、プロバイダより定期的に割り当
てられてしまう変動 IPアドレスによってスムーズにアクセスすることが困難になってしまいます。
例えば、1時間前に確認した IPアドレスに再度アクセスしたら、アクセス不能状態となっていて、再度アクセスした
くても新しい IPアドレスを確認できない等の問題が発生してきます。
インターネットに接続する際は、固定 IPアドレスやダイナミック DNSを利用されることをお勧めします。
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Q.7 インターネットにWDR-7を接続した場合、他人に記録データを読み取られたり、設定を変えら
れたりすることはありませんか？

A インターネットに接続する限りこれは常に不正アクセスの対象となってしまう可能性は十分に考えられます。

基本的には IDとパスワードが外部に漏れない限り重要な部分はアクセスすることはできません。
しかし、絶対に IDとパスワードが破られないという保障は無いため、セキュリティ上の問題でこれらの公開が望まし
くない場合は、ファイアーウォール等のセキュリティ製品をネットワーク内に組み込み、万全の状態で公開されるこ

とをお勧めします。

Q.8 POP Before SMTPとは何ですか？

A POP Before SMTPとは、メール送受信方法の一つです。
メールを送受信するメールサーバには SMTPと POPという仕様があり、メールを送信する時は SMTPサーバを、受
信する時は POPサーバを利用するのが一般的です。
通常、送信や受信は個別に行われていますが、最近のスパムメールなどのセキュリティ的観点から POP Before SMTP
というメールサーバ仕様が登場しました。

この POP Before SMTPという仕様は、一旦 POPサーバにログイン IDとパスワードでログオンして、その後一定時
間内に SMTPサーバへアクセスしてメール送信を行うという仕様です。
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製品仕様

■Web Data Recorder WDR-7本体
測定要素 アナログ信号、ON/OFF信号

チャンネル数 アナログ信号 4チャンネル、ON/OFF信号 4チャンネル　合計 8チャンネル

アナログ信号入力：

チャンネル数 4チャンネル（GND共通）

入力信号 電圧または 4-20ｍ A信号（ソフトウェアによる通信で切り替え）

電入力範囲・精度

測定分解能

電圧………………０～５V（入力インピーダンス 990kΩ）/精度±0.5％＋ 7mV（10～ 30℃の環境下において） 

4-20mA信号……０～ 40mA(入力インピーダンス 100Ω）/精度±1％＋ 0.07mA（10～ 30℃の環境下において）

電圧………………1.4ｍ V

4-20mA信号……0.014ｍ A

測定周期 1秒（100ms× 10サンプリングの平均値）

記録形式 瞬時値記録……記録間隔毎の測定データ

平均値記録……記録間隔内の測定データの平均値

ピーク値記録…記録間隔内の最大値または最小値

記録方式 定間隔記録…1秒から 60分までの 15通りから選択

記録容量 7200データ× 4チャンネル

記録モード エンドレスモード（記録容量がいっぱいになると、先頭のデータに上書きして記録）

監視機能 設定値（上限値及び下限値）と測定データの比較。比較結果が判定時間以上設定値を超えた時警報状態とする

判定時間 1秒から 60分までの 15通りから選択

ON/OFF信号入力

チャンネル数 ON/OFF信号入力 4チャンネル

入力信号 接点入力または電圧入力（本体スイッチで切り替え）

入力電圧範囲 0V～ 25V

検出電圧 ON（Low）：1V以下   

OFF（High）：3V以上

チャタリングフィルタ なしまたは 30ms（ソフトウェアによる設定）

検出能力 チャタリングフィルタなしの時：250Hz以下 / ON（Low)時間および OFF（High）時間 2ms以上

電圧入力 フォトカプラによるアイソレーション

接点（無電圧）入力 5V　4.7kΩでプルアップ（GND共通）

イベント時刻分解能 1秒

測定周期 チャタリングフィルタなしの場合………1ms周期で信号レベルを検出し確定する

チャタリングフィルタ 30msの場合……1ms周期でレベルを検出し、30回以上連続して同じ状態の時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　レベルを確定しレベルの変化を計測

記録形式 パルス数記録……記録間隔内の極性変化の回数を記録

イベント記録……極性変化した時刻を記録

記録方式 定間隔記録…………………… 1秒から 60分までの 15通りから選択

イベント (極性変化 )記録… イベント発生時の時刻

パルス or 定間隔記録の時はアナログと ON/OFF信号は同じ記録間隔

記録容量 パルス or 定間隔………   7200 x 4チャンネル

イベント（極性変化）… 3600 x 4チャンネル

記録モード エンドレスモード（記録容量がいっぱいになると、先頭のデータに上書きして記録）

監視機能 パルス数………………判定時間内のレベル変化（片方向）の回数と設定値（上限値及び下限値）の比較

　　　　　　　　　　判定時間が 1～ 59秒の場合　1秒間隔で比較

　　　　　　　　　　判定時間が 1～ 60分の場合　判定時間の 1/60の間隔で比較

レベル（極性）変化…比較結果が設定値を超えた時警報状態とする

　　　　　　　　　　指定レベルに変化後その状態が、判定時間以上継続した時警報状態とする

判定時間 1秒から 60分までの 15通りから選択 （各チャンネル毎に設定可）
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電源 専用 ACアダプタ

消費電流 0.3A（CFスロットが空の状態）

接点出力 (通報出力） 出力点数：1ch　　　

出力回路：フォトMOSリレー接点　

オフ時の電圧：AC/DC50V以下　オン電流：0.1A以下　オン抵抗：35Ω（最大）

5V出力 出力点数：２ポート

出力電圧：5V± 5％　MAX：20mA　出力抵抗：2Ω以下

タイマーカレンダーバックアップ マンガンリチウム二次電池内蔵により、フル充電時は約 5日間停電しても記録再開可※１

記録データ及び設定値は不揮発性メモリにより保存

インターフェイス（通信）※２ RS-232C ………………モデム接続専用

RJ-45  ………………… 100BASE-TXまたは 10BASE-T

CFカードスロット……無線 LAN、データ通信カード（FOMA、AirＨ "）

プロトコル HTTP、SMTP、 SNTP、FTP、PPP

本体寸法／質量 H83×W102× D28 mm（突起部は除く）/約 140g

本体動作環境※ 3 温度：0～ 50℃ /湿度：20～ 80％ RH以下（結露しないこと）　

付属品 ACアダプタ（AD-0605）/LANケーブル（LN-20W） 1本 /ソフトウェア 一式 /導入ガイド（保証書）1部

※ 1：電池容量が不十分な場合は記録データが失われる場合があります。

※ 2：使用可能な CFカードやその他インターフェイスは、弊社動作確認済み製品をご利用ください。弊社ホームページにて情報を提供しております。

※ 3：CFカード使用時は CFカードの動作環境に準じてください。
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■WDR-7 for Windows®（付属ソフトウェア）

【ネットワーク設定ユーティリティ】

設定 ネットワーク初期設定、ネットワーク詳細設定

その他 ログイン履歴 (有効／無効 )、ログイン履歴のクリア、通信時間設定

【WDR-7 for Windows】

登録・設定 設置場所登録・削除

設置場所設定、チャンネル設定、警報設定、自動吸い上げ設定、ブラウザ設定、アップロード設定

通信 現在値モニタ、警報状態、記録データ吸い上げ、記録開始・停止、時刻取得、全チャンネルの警報監視を中断、

全パラメータ取得、パラメータを工場出荷時に戻す、通信テスト

【マルチスケールグラフ】

チャンネル数 8チャンネル同時表示 /処理

グラフ 測定値の折れ線グラフ（マウスでグラフの拡大 /縮小 /スクロール表示可能）・データ一覧表示
チャンネル毎のグラフ色変更・指定チャンネルの表示 /非表示・スケール表示 ON/OFF

データ チャンネル名、記録間隔、データ数、最高値・最小値・平均値、積算値、単位、

任意な２点間（ABカーソル位置）の時間差

ファイル出力 専用データファイル出力、テキストファイル（CSV等）出力
（指定範囲：期間のファイル出力可能）

印 刷 グラフ印刷・データ一覧印刷

その他 データ一覧表示・計算範囲（期間）設定・データメンテナンス

チャンネル毎のデータ削除・チャンネル並び替え・チャンネル結合・記録条件の編集

縦軸表示範囲設定・スケール単位の設定・印刷プレビュー・印刷・テキスト形式で保存

【イベントビューア】

チャンネル数 64チャンネル同時表示 /処理（イベント時刻記録のデータのみ）

一覧表 チャンネル毎のイベント時刻データ一覧表示

表示形式切り替え（記録日時 /時間差）

その他 表示の切り替え（昇順 /降順 /立ち上がりエッジ /立ち下がりエッジ /両エッジ）
テキスト形式で保存

■パソコンの動作環境

OS*1

ブラウザ

Microsoft Windows 8 32/64bit 日本語版 *2
Microsoft Windows 7 32/64bit 日本語版
Microsoft Windows Vista 32bit (SP1以降 ) 日本語版
Microsoft Windows XP 32bit (SP3以降 ) 日本語版
Internet Explorer 6.xx（日本語版）以降

*1：インストール時、Administrator (パソコンの管理者 ) の権限が必要になります。

*2：Windows 8をご利用の場合、弊社ソフトウェアは「デスクトップ」画面での動作のみサポート対象となります。
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オプション

■ ACアダプタ：AD-0605

ケーブル長：1.8ｍ
材質：塩化ビニール被覆電線

C
A

U
T

IO
N

:
RISK OF ELECTRIC SHOCK
DRY LOCATION USE ONLY.
SHOCK HAZARD NON-
SERVICEABLE PARTS INSIDE.

■壁面アタッチメント：TR-5WK1

材質：ポリカーボネート
付属：ビス 2本
　　　両面テープ 1枚



■製品に関するお問い合わせ先

〒 390-0852長野県松本市島立 817-1　　
TEL : 0263-40-0131　FAX : 0263-40-3152

お問い合わせ受付時間：月曜日～金曜日（弊社休日は除く）　

　　　　　　　　　　　 9:00～ 12:00・13:00～ 17:00

ホームページ   http://www.tandd.co.jp/
ホームページを開設しています。各種製品の最新情報や、イベント情報、 
ソフトウェアの提供、サポート案内などティアンドデイの情報を発信して 
います。是非ご覧ください。
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